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   午前10時00分 開議   

○議長（浅沼幸雄君）  おはようございます。 

 これより本日の会議を開きます。 

 これより本日の議事日程に入ります。 

────────────────── 

   日程第１ 一般質問   

○議長（浅沼幸雄君）  日程第１、一般質問を

行います。順次質問を許します。17番佐々木大

三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  皆さん、おはよう

ございます。佐々木大三郎でございます。事前

通告に従い、市長に対して一問一答方式により

大項目２点について伺います。 

 質問の１点目は、社団法人遠野ふるさと公社

の事業内容について、２点目は、ＪＲ遠野駅舎

の活用策について伺います。 

 それでは、１点目の遠野ふるさと公社につい

てですが、これまでたびたび重ねて質問してま

いりました。よって、今回が５回目の質問にな

ります。 

 なぜ、これだけ繰り返し質問させていただく

かといいますと、ふるさと公社は、商品の約５
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割を市内で仕入れているということですので、

地域への利益還元や雇用創出、さらには観光客

の誘引と交流人口の拡大などに重要な役割を担

っているからであります。 

 このように、ふるさと公社の事業の成否は、

遠野市の生活環境やにぎわい、市民所得、市の

財政状況などいろんな面で大きな影響をもたら

していると承知しております。 

 このことから、私のもとには市民からも多様

な意見が寄せられております。その中から主な

ものだけを紹介させていただきますと、１つに

は、事業収支の赤字継続に対する懸念と不満の

声であります。 

 ２つ目としましては、人的支援と金銭的支援

の多さを感じるということ、そして、ほかの産

直は何をするにも自己資金と自己責任で事業運

営しなければならない。不公平感を感じてなら

ないということであります。 

 ３つ目は、ふるさと公社の施設改修に毎年の

ように高額な予算を計上しているのだけれども、

ほかの施設は少額な施設改修にも予算計上がな

かなか難しい状況にあるといった内容の懸念と

不平・不満の声であります。 

 このことにつきましては、市の担当職員にも

届いているようであります。当然、市長の耳元

にも届いておられることと思います。このこと

を御確認していただいた上で、質問させていた

だきます。 

 まず、平成27年の９月議会で質問した内容に

ついて再度振り返ってみますと、ふるさと公社

の収支状況は、震災前の平成20年度から各施設

や物産振興部門の利用客と売上額は低下傾向に

あります。 

 収支状況も赤字状況が続いておりました。特

に平成26年度は4,000万円を超える単年度赤字

を計上し、危機的な状態に陥っておりましたの

で、その原因と改善策について市長と議論させ

ていただきました。 

 また、ふるさと公社に支払う指定管理料につ

いては、それまで300万円であったものが、平

成27年度から一気に3,700万円へ増額するとい

う補正予算案が示されました。このことから、

委員会でも激しい質疑・応答が交わされたこと

を記憶しております。 

 このような状況のもとで、当局から急遽、経

営改革３か年計画が示されました。そして、市

長みずから説明に当たられ、「この経営改革の

内容については、役員と職員幹部が十分意識合

わせを行ったもので、関係職員全員が一丸とな

って総力を挙げて取り組む」という勇ましい決

意表明があり、納得したものであります。 

 しかし、その実績結果はどうであったでしょ

うか。先に当局から示されたとおり、計画では、

平成30年度までに指定管理料を含めないで黒字

化を実現するという約束でしたが、結果は4,90

0万円の赤字、指定管理料を含めても1,100万円

の赤字ということであります。 

 また、議会に対して経営改革３か年計画の内

容を説明したときの市長の意気込みと決算結果

の内容には、大きなギャップを感じてなりませ

ん。 

 そこで伺います。この経営改革３か年計画作

成に当たって、当時の厳しい収支状況やふるさ

と公社内部の体制・人材・職場環境等について

十分に検証がなされ、的確な改革案を策定され

たものでしょうか。 

 実績結果から判断するに、小手先だけの改革

案で内容にも甘さがあったと指摘せざるを得ま

せんが、いかがでしょうか。ふるさと公社の理

事長としての市長の御見解を伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  佐々木大三郎議員の一

般質問にお答えをいたします。一問一答方式と

いうことで、１問目でありますけども、平成30

年度を最終年度とする経営改革３か年計画につ

いては、平成26年に4,000万円の──これは御

質問の中にもありました──これは、これまで

も何度もこの議場におきましても議論を交わし

ているとこでありますけども、4,000万円の赤

字を計上したことから、公社の今後の健全経営

に資することを目的に平成27年度に策定をした
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ものであります。 

 その27年度におきましては、赤字の要因につ

いて、一つは震災による観光客の減少、消費増

税に伴う消費者の購買意欲の減少といったよう

な外的要因のほかに、内的要因といたしまして

は、施設間の連携不足もその中に挙げられてい

たという中での計画の策定であったわけであり

ます。 

 現状分析という意味では間違いがなかったと

いうふうに考えておりますが、計画達成のため

の体制が整っていなかったというようなことが、

やはり未達成の一つの要因としてあるんではな

いのかなと。 

 先ほど、市長、市長といいましたけども、市

長と理事長と、私もそこをどう使い分けなきゃ

ならないのかという部分はあるけど、理事長と

して説明をしたと、理事長として計画を立てた

ということでありますから、その辺は混同しな

いで、私もそれをしっかりと仕分けをしながら

ここの場に立たなければならないと思っており

ますけれども、市長として説明したんじゃなく

て、計画は公社が立てたわけでありますから、

公社の理事長として、理事会の議論を経ながら

策定をしたということについては、ひとつ御理

解をいただきたいというように思っております。 

 具体的には、これまでも６月議会でも答弁申

し上げたとおり、公社間の公社職員の高齢化の

問題、あるいは職員数も減少してきたと。それ

に加えまして、経験年数の長い職員もそれぞれ

退職をしていったというような部分もありまし

た。いうところの、マンパワー不足でもあった

のかなということを正直に私も認めているとこ

ろであります。 

 ただ、改革に当たりましては、公社理事会に

おきましても、各部門にもって理事会、本当に

真剣に議論をいたしました。２時間、３時間、

そして、担当理事制を設けようという部分の中

で、やはりしっかりと公社としての対応をしな

ければならないという中で、担当理事を置き、

その進行管理にも努めてきたわけでありますけ

ども、どうしても他のいろんな役職も兼ねてい

る方が理事になっているということもありまし

て、なかなか十分に機能を果たせなかったとい

うことも一つの状況にあったのではないのかと

認識をいたしているところでありますので、よ

ろしくお願いをいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  わかりました。い

ずれ市長というお立場とふるさと公社理事長と

いう立場を私自身がわきまえながら注意して質

問してまいりたいと思います。 

 私は、これまでの一般質問の中でさまざまな

改革案を提案させていただきました。御承知の

とおり、その主なものは、１つには、お客様第

一、上司は二の次という心構えが重要であるよ

ということを話しました。 

 ２つ目、行政指導とトップダウンから現場の

トップダウン方式から、現場の考えを尊重する

ボトムアップ方式への転換が必要ではないかと

いうことを申し上げてまいりました。 

 ３つ目としましては、現状把握を適切に的確

に行った上で、適切な改善策を講じるべきであ

る。そして、市長みずから現場に足を運んで、

職員との対話によって課題解決を明確にするべ

きであるということも申し上げました。 

 ４つ目としましては、理事長一人への権限集

中ではなくて、各理事へ権限と責任を移譲して、

事業部制を採用してはどうかというようなこと

を申し上げてまいりました。担当理事制も採用

したよというような御答弁もありましたけども。 

 そこで、次の質問に入らせていただきます。 

 去る６月４日の議員全員協議会に、当局から、

遠野ふるさと公社経営改革の進捗についてとい

う資料が示されました。その内容は、経営改革

３か年計画を総括したもので、先ほども御紹介

したとおり、平成30年度までに指定管理料を含

めないで収支黒字化を目指すとしていたものが、

指定管理料を含めても1,100万円の赤字という

残念な結果であります。 

 この赤字の原因は、今さらかと思われるよう

な内容ばかりであります。要点だけを紹介させ
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ていただきますと、１点目としまして、黒字化

できなかった経緯についてですが、釜石自動車

道遠野インターチェンジ開通により、これまで

の収益の柱であった風の丘の利用客が急減し、

それに伴う売り上げ減が大きな要因であるとい

うことでした。 

 また、２点目としまして、計画を実施する体

制面について、３項目を挙げられております。 

 その１項目めは、職員に対し、多岐にわたる

事業をマネジメントする能力を身につける教育

が不足していた。また、厳しい業績から新規の

採用も見送らざるを得なかった。これは、まさ

に負のスパイラルの現象ではないかというふう

に私は捉えております。 

 ２項目めですが、理事会は、経営理念を明確

にして、的確な現状分析に基づいた経営戦略を

策定の上、着実に実行する体制によりＰＤＣＡ

を実施すると同時に、実行的な規律づけを行う

責任があるのに、理事のほとんどが無報酬かつ

非常勤であり、重大責任を負わせることに無理

があったということであります。これでは、経

営方針がなかなか現場まで行き届かないと私は

理解しています。 

 そして、３項目めとしまして、職員構成は40

歳以上が81％を占め、若手が不足している。ま

た、経験年数が10年以下の職員は61％で、公社

の年齢・経験年数構成に偏りがあるということ

であります。果たして、これでまともな仕事が

できるでしょうか疑問であります。 

 そこで伺います。市長は、経営改革３か年計

画を作成する時点で厳しい収支状況にあったこ

とや、今、申し上げた内部体制と作業環境に大

きな課題が内在していたことを承知しておられ

たでしょうか。それとも、今回の総括結果が出

るまで認識していなかったということでしょう

か。市長の当時の御認識について伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ３か年計画を策定する

に当たり、現状等についていろいろ、今、御質

問の中に触れられてありました。 

 そのようなことは十分承知もし認識もしなが

ら、しかし、この公社の占める役割、あるいは

存在といったものをしっかり踏まえながら、こ

の３か年計画に何とか一つの活路をという部分

の中で理事の皆様ともいろいろ相談し、また、

施設の現場の方々ともいろいろ議論をしながら、

検討を重ねながら３か年計画に持ち込んだとい

うことになるわけであります。 

 その認識をしていたのか、していなかったか

となれば、当然のことながら認識をした上での

計画であったということであります。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  ただいまの市長の

御答弁をお聞きになられた市民は、どのように

感じられたでしょうか。今、３か年計画の総括

結果について、市長は以前から承知していたと

いうような御答弁でありました。ならば、どう

してその知っていた内容を真摯に捉えて、もっ

と早目に対応策を講じてこられなかったのでし

ょうか。 

 市長はよく言われております。ふるさと公社

の存在感と必要性について、いわゆる地域への

利益還元とか雇用創出、高齢人口の拡大という

ことですが、この辺を本当に真剣に考えていた

だければ、おのずと何をしなければならないの

か、どのような行動を起こさなくちゃいけない

のか、わかって行動に移っていたはずでありま

すし、このような赤字経営の現状には陥らなか

ったと思いますが、再度、この辺の状況につい

て伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  先ほど、認識していた

のか、いなかったのかとなったから、認識して

いたということを答弁で申し上げたわけであり

ます。 

 その際に、さまざまなこの公社を取り巻く状

況といった場合におきましては、厳しい状況で

あるということを認識しながら、一つのしっか

りとした、その場しのぎの計画になってしまう
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ということではない。それでは、赤字の解決に

はならないという認識の中におきまして、厳し

い状況であるが、公社を３か年で何とか軌道に

乗せたいというような思いも込めながら、いろ

いろ理事とも議論をしながら、市ともしっかり

連携を図りながら、そのような計画に持ち込ん

だということを、まずもって御承知いただけれ

ばというように思っています。 

 ただ、この公社の３か年という分の中におき

ます、この公社の理事、公社職員が一丸となっ

て経営改革をするという気概、これをしっかり

と持ってもらいたいと、向かうんだぞと、みん

なで頑張るんだぞというようなものをしっかり

と位置づけたいという部分もその背景にあった

と、ただ、数字は、それをもって数字のことを

云々するわけではない。やっぱり、その気概が

なければ、やっぱり改革というものは進まない

わけであります。そのような意味も込めての改

革であったということも、これも御承知いただ

ければと思っております。 

 ただ、この公社の赤字のみが強調されるとい

う一つの中にありまして、私は非常に残念であ

りますけど、もちろん理事長でありますから、

それから責任を逃れるつもりは毛頭ありません。

その先頭に立たなければならないということは

当然なわけであります。 

 ただ、公社の職員が委縮してしまいまして、

経営改革の気概、頑張るんだぞという、その意

気込みに水を差すことになったということも一

つの要因としてあったということも、私自身非

常にそれを痛感をいたしております。 

 しかし、それは違うんだと。だから、現場に

行きながら、みんなで頑張ろうということを常

に呼びかけをしながら取り組んできたというこ

とも、ひとつ、聞き方によっては言いわけにみ

たいに聞こえるかもしれませんけども、そのよ

うな方向に取り組んできたと。 

 それから、もう一つは、公社の議論をする場

合においては、これは、何度も議論をしてまい

りました。何度も話し合ってまいりました。公

社には150に近い事業者が仕入販売等を行って

いるわけであります。公社だけではないんです。

その中に、地元企業に貢献をするという役目も

その中に持っているということも一つ背景にあ

るわけであります。 

 具体的な数字をお示しいたしますけども、29

年度では、市内事業者からの仕入れや管理費等

で公社から約２億円を支出しているという数字

があります。 

 そして、この収支だけでは見えてこないふる

さと公社が遠野市の産業振興、経済振興、雇用

の確保、さまざまな要因の中でそのような大き

な役割を果たしている、存在感を示していると

いうところの地域商社としての存在感の中に公

社があるんだということもその背景にあるわけ

でありますから、そのこともまた、これは聞き

方によれば、何だ、市は言いわけばっかりして

いるんじゃないかということに聞こえるかもし

れませんけども、やはり、市長と理事長という

仕事の中で、その150もの事業者の方々がその

中でしっかりと連携をとりながら生活を支え、

遠野の経済を支え、産業振興を図り、多くの観

光振興、交流人口の拡大の場合においてもしっ

かりと向き合っているという部分が公社を中心

につながっているんだということもあるわけで

ありますから、この利益のみを追求すると、も

ちろんこれは利益を上げなきゃなりません。収

支もきちんとバランスをとらなきゃなりません。

これは、もちろんそのとおりであります。 

 ただ、そのような背景もあったがゆえにみん

なで頑張ろうと、そして、みんなで遠野のさま

ざまな経済を産業を、公社もその役割を果たそ

うというその中で行ってきたわけでありますけ

ども、いうなれば、これも繰り返しになります

けども、利益のみを追求するということになれ

ば、民間企業と何ら変わらないということにな

ってくるわけでありますから、公社のもともと

の役割はそういうものになる。 

 しかし、一方においては、赤字といったもの

をこれ以上ふやすわけにはいかないという部分

もありまして、先ほど言いましたとおり、しっ

かりとその厳しい状況というものを認識しなが
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ら、みんなで頑張ろうという背景の中に改革案

があったということも一つ御承知おきいただき

たいし、また、理解もしていただけると思って

います。 

 市が関与するという分においては、当然のこ

とながら市内全体の利益を考えなければならな

いと、そういう議論もしていかなければならな

いというふうに私は思っているところでござい

ますので、その辺のところはかみ合うか、平行

線になるかわかりませんけども、十分御理解を

いただきたいと思って答弁といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  市長に説明受ける

までもなく、私も第３セクターというのは、公

益性と収益性を持ち合わせているということは

十分承知しております。加えて、先ほどもお話

ありましたけども、やっぱり利益還元とか雇用

創出の面で貢献をいただいている。それは、十

分承知しております。 

 ただ、そういう状況にあって、これだけ高額

の赤字を出すということになれば、なれば、当

然、市からの財政支援ということも出るわけで

あります。税金がそこに入るわけです。そこに

問題があるので、それを理事長みずから、市長

みずから先頭に立って改善すべきじゃないです

かということを、私は申し上げているんです。

それを御理解いただけないことには、お話はい

つまでたっても並行線であります。 

 この質問はこれぐらいにしまして、次の質問。 

 イオン盛岡南店の「結の市」について伺いま

す。既に、市民の皆さんも御存じのとおり、き

のうの地元紙に「結の市 イオン撤退」という

見出しで記事が掲載されました。 

 私のきょうの質問をいなすような絶妙なタイ

ミングでの新聞報道に驚きを禁じ得ません。新

聞記事にもあるように、結の市の収支状況は平

成18年の開店以来13年間も毎年赤字状態が続い

て、累積赤字は9,000万円に膨らんでおります。 

 このことを捉えて、昨年の６月議会で一般質

問を行いましたところ、市長からの御答弁内容

は、新規若手就農者を中心に60人の生産者が─

─新聞では56人になっておりましたが──いず

れ、この生産者の方々が年間5,000万円の販売

収入を得ている。また、盛岡商圏40万人の６か

ら７割が環境客として遠野を訪れていることか

ら、今後も遠野の観光情報の発信基地として、

また、アンテナショップ基地として存続してま

いりたい。そして、収支改善に向けて、より一

層経営改革を図ってまいりたいという趣旨の御

答弁でありました。 

 そして、昨日、撤退という突然のニュースで

あります。しかも、撤退理由は、来年３月でテ

ナント契約が満了するということであります。

これは、一体どういうことでしょうか。 

 市長は以前から、この契約満了時期を承知の

上で結の市は継続させると答弁してこられたで

しょうか。これでは、農家生産者はもちろんの

こと市民を欺いてきたことにならないでしょう

か。ここまでに至った事実関係について答弁を

求めます。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  経営改革という中で、

結の市の位置づけにつきまして、前の私の答弁

なども引用しながらの御質問でありました。そ

の中におきまして、これは誤解を招かれると非

常に困るなという部分で昨日の新聞も読ませて

いただきましたけども、この結の市の事業完了

については事実であります。 

 経緯を御説明させていただきますと、ことし

の３月にイオン側から契約満了の通知が公社に

届き、私も報告を受けているところであります。 

 このイオン側の言い分として、今後予定して

いる組織再編、店舗のリニューアル、さまざま

な業務の業態の変更を図るため、契約は更新を

しないという、そのような意向表明で、通知で

ありました。 

 結の市は、ただいまいろいろ申し上げました

とおり、盛岡商圏ＰＲ、あるいは農家の若手の

経営者の方々の新規就労者の方々の収入源とな

っていたと。また、アンテナショップとして地
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域観光に大きな波及効果をもたらす拠点でもあ

ったということをさまざま成果を上げてきたわ

けであります。 

 したがって、収支の先ほど来議論しています

とおり、収支の問題もさることながら、私は健

闘してきたんじゃないのかと、そのように踏み

とどまりながら頑張ってきたんではないのかな

というような評価も一方では見出さなければな

らないんじゃないのかなと思っております。 

 やはり、13年間赤字続きというようなそのよ

うなことに市民の皆様は受けとめていただくと、

なんだろうということになるということもある

わけだけども、背景にはそのような一つの拠点

としての位置づけもあり、新規就労者の方々の

そのような一つの大きな販路でもあったという

ことになる。 

 したがいまして、今後の経営改革におきまし

て、このリニューアルの、イオンのリニューア

ルのタイミングを見据えながら、この結の市の

あるべき姿を模索し、再スタートしようという

ようなそのような形で通知を受けながら協議を

してきたいということなわけであります。 

 ただ、これも理事会だけでは協議するわけに

いかない。いろんな方々とという中におきまし

て、６月の28日でありますけども、結の市の産

直組合の総会におきまして、生産者の方からの

いろんな意見を聞きました。 

 川徳を含め、結の市に変わる販売先を見つけ

てくればというような意見も頂戴をいたしてお

ります。それを踏まえながら、公社では新たな

一つの拠点といったようなものを経営改革の一

環として、やっぱり考えていかなければならな

いんじゃないのかなと。 

 それは、前の答弁と何ら変わりない。その延

長線上で考えていかなきゃならない。こちらが

赤字だから撤退したわけじゃないんです。イオ

ン側のほうから、もう契約を更新しませんよと

いうそのような申し出があったがゆえに、じゃ

あ、どうしようと。新たな一つの拠点も設けな

きゃならない。イオン側とも話をしなきゃなら

ない。販路を確保している方々ともしっかりと

話をしなければならない。そのようなものは経

過としてあったわけであります。だから、突然、

あるいは急激とかそのような形の出た案件では

ないということをしっかりと御理解をいただき

たいと思っております。 

 この結の市の産直組合の皆様との合意形成も

図らなきゃなりません。また、一方においては、

公社内部における一つの理事会の中における一

つの合意形成もしっかりしていかなければなり

ません。 

 今、進めている公社の抜本的改革といったも

のとの整合性も図っていかなきゃなりません。

さらには、このそれぞれの意思決定を踏まえた

上で、だったらどうするというところに持って

いくという、今、中にあった矢先に、あのよう

な一つの報道があったということも踏まえれば、

ちょっとその辺の行き違いと申しますか、丁寧

にやろうと、そして、議員各位にもしっかりと

その経過も説明しながら、そして、特に新規就

農者の方々です。いい販路としてそこを確保し

ているわけでありますから、その方々ともしっ

かりとタッグを組むためには、公社だけではな

いと、市の例えば産業部、農林課、あるいはい

ろんな各団体の方ともどう連携をとるのかとい

う一つの丁寧な手順を踏みながら、その今後の

あるべき姿をしっかりと見極めながら手順を踏

んでいかなきゃならないというそのような状況

であったということでございますので、その分

の背景と経過と、それから繰り返しになります

けども、赤字だから撤退するという意思をイオ

ン側に伝えたわけじゃないんです。何とか持ち

こたえようと。 

 今の抜本的な改革の中で、何とか結の市のあ

るべき姿。私、関係諸君に言いました、６月議

会で、菊池巳喜男議員からどうなんだろうと、

風の丘の盛岡支店、盛岡営業所のような中で、

もっとインパクトのある拠点性を考えてみては

どうかという大変建設的な意見をいただきまし

た。その中で、そうだなと、結の市というより

も、風の丘盛岡営業所、あるいは盛岡支店、い

や、もっとはいからな片仮名語でもいいから何
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かみんなが魅力を持つようなそのような拠点性

を改めて構築することができないだろうかとい

う、そのような議論を真剣に行っていたという

ことも一つの背景にあるということもひとつ御

承知いただければと思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  私は、赤字だから

撤退云々ということを申し上げているんじゃな

いんです。来年２月でテナント契約が満了する

ということについて相当以前から御存知じゃな

かったですか、少なくともテナント入店する時

点で契約書、覚書のようなものを交わしている

はずです。 

 その中で、こうやった条項がなければ、この

ような話は急に出てくるはずないんです。その

件の事実関係についてもう一度御答弁願います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  あえて申し上げるまで

もなく、契約でありますから十分承知をしてお

ったわけであります。したがって、このイオン

のリニューアルの中に、今、申し上げたような

中で新たな拠点を設けることができないだろう

かということもいろいろ話し合いをしておった

と。いずれ契約の満了が来るだろうから、その

分においては、あのイオンの中におけるスー

パーの中に結の市の機能をというようなそのよ

うな話も話し合いの中でありました。 

 だから、経過としては十分、契約満了だとい

うことも、契約の更新が来るということもわか

りながら、あの中で新たな結の市の姿を見出そ

うじゃないかという話し合いもしておったとい

うことでありますから、その辺のところは知っ

ていたのか知らなかったのかとなれば、当然の

ことながら知っていたということは当然なわけ

であります。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  市長は常々いろん

な場面で結の市の必要性と存在意義について強

調してこられました。しかし、今回の撤退によ

って農家生産者の収入が途絶えてしまいます。

また、盛岡商圏内での観光情報発信基地として

の機能とアンテナショップとしての機能を一瞬

にして失うことになります。 

 そこで伺います。これまで、苦労と努力と辛

抱を重ねてこられた関係者や農家生産者の方々

にどのように釈明なさるおつもりでしょうか。

その辺について伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  農家の新規就農者の

方々の販路確保という部分もやはり遠野にとっ

ても大きな課題であります。したがって、川徳

の一部、販路の一つのものを展開をしているわ

けでありますけども、どうも、まだしっかりし

たものになっていない。したがいまして、新規

就農者の方々と、特に農関係、いわゆる農協を

含め、市であれば農林課、さまざまな関係機関

の皆様としっかり連携を図りながら、その部分

についての丁寧な一つの販路の確保という部分

につきましては、これから真剣な議論をしてま

いる。 

 今、私が、これからもう秋に入ります。した

がって、これまでの部分は今の分で販路は確保

できるわけでありますから、これから10月、11

月、12月、この冬場にかけて来年の生産をどう

するのかと、何をつくるのかという部分は、も

う間もなく10月、11月、もう始まるわけであり

ますから、それに合わせた中で一つの販路とい

ったものをしっかりと組み立てるように関係機

関の皆様の協力をいただきたいというように思

っている次第であります。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  いずれ農家生産者

の方々、恐らく、はしごを外されたなという思

いでいると思いますので、このような方々が今

後も安心して就農できるような安全な救済策を

講じていただきたいというふうに思います。 

 次に、風の丘創業20周年感謝祭の実施結果に
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ついて伺います。 

 この感謝祭は、遠野市にとって初めて体験す

る大規模なもので、総事業費1,640万円という

高額予算と９カ月間連続という長期間の中で行

われたイベントでしたので、関係者の皆さんは

大変御苦労が多く、お疲れのことであったと思

います。また、何とかやり遂げたという達成感

と充実感にも浸っておられることと思います。 

 長期間の御対応御苦労さまでした。この機会

に、この場をお借りしてねぎらいと感謝を申し

上げます。 

 さて、この20周年記念感謝祭の実施結果の報

告では、風の丘を会場に郷土芸能の披露やラジ

オ公開生放送、台湾へ輸出する県産品の物産会、

県内道の駅の物産展、そして、風の丘2,000万

人達成記念イベント等々、盛りだくさんの催し

であったようであります。 

 私もこの期間内に何度か会場に足を運んでみ

ましたが、駐車場はいつも満車状態で、観光客

も多く賑やかな歓声が飛び交っておりましたの

で、成功した感謝祭であったと承知していると

ころであります。 

 また、市内の主要イベントである、ホップ収

穫祭や遠野祭りの入り込みも前年度比で大幅な

伸びを示したということですので、市民は、そ

の波及効果に御満足いただいていることと思い

ます。 

 一方で、感謝祭期間の入り込みは目標を達成

できなかったとか、風の丘の年間販売目標額６

億1,000万円の未達成、そして、まちづくり指

標との対比では、市内全域の観光客の入り込み

や日帰り旅行者数、宿泊客数ともに目標未達成

という結果になっております。 

 以上の結果について、市長はどのように評価

しておられるかについて伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  風の丘20周年、昨年の

６月30日がその日でありました。その中におき

まして、30日だけでもっての、この感謝祭とい

ったものはいかがなものかと、遠野の存在感を、

あるいは風の丘の位置づけをしっかりと位置づ

けしながら、公社改革の中にも勢いをつけなく

ちゃならないという中で取り組んだわけであり

ます。 

 その中におきまして、ただいま御質問の中に

にぎわいであったと、何度も足を運んだと、い

ろいろ苦労したであろうというような、そのよ

うな質問の中で強い言葉もありました。感謝を

したいという話もありました。関係者は大変励

むと思います。喜ぶと思います。頑張ればこの

ような評価をもらえるんだなということになろ

うかというふうに思っておりますので、そのこ

とを踏まえながら、このどうなんだとなれば、

やっぱり一定の成果は得ることはできたんでは

ないのかなということになろうと思っています

けども、まだ道半ば、さまざまな形で対応をし

ていかなきゃならない。県の全面的な協力をい

ただきまして、進入路の道路と駐車場の拡張な

ども間もなくラグビーのワールドカップを前に

完成する予定として、今、工事が進んでおりま

して、間もなく使用開始になるんではないのか

なというふうに思っておりますので。 

 ちなみに、ただいまいろいろ御質問ありまし

たけども、この繰り返しになろうかと思ってお

りますけども、この感謝祭の一連の取り組みと

その成果というよりもその結果といったものに

つきまして担当のプロジェクト担当部長のほう

から答弁の中で申し上げますので、御了承いた

だきたいと思っております。 

○議長（浅沼幸雄君）  産業部プロジェクト担

当部長。 

   〔産業部プロジェクト担当部長兼六次産

業室長阿部順郎君登壇〕 

○産業部プロジェクト担当部長兼六次産業室長

（阿部順郎君）  命により、佐々木大三郎議員

の一般質問に答弁をいたします。 

 遠野市観光推進協議会がまとめた、道の駅遠

野風の丘創業20周年感謝祭の報告資料ですけど

も、８月20日の全員協議会に提出をさせていた

だいております。 

 イベントの開催期間ですが、６月の30から９
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月の17の期間中と、この結果を見ると、売り上

げ目標は、3,400万に対して3,200万と若干下回

るものになりました。ただ、入り込みについて

は５万7,000人と目標の４万8,000人を大きく上

回る結果になっております。 

 また、対前年比では、売り上げが33.7％の増、

入り込みは42.6％の増と、どちらも大きく上回

っております。 

 一方、市内全体の入り込みについても、平成

29年度の入り込みが154万3,000人と、これに対

して16万3,000人多い170万6,000人となってお

ります。特にも宿泊施設の伸びが見られまして、

29年度と比較し3,000人多い入り込み数と、対

前年度４％増ということになっております。 

 仮に１人当たりの宿泊料を6,000円と仮定す

ると、単純に1,800万の経済効果があったと認

められる数値も得ております。 

 御存じのとおり、平成30年度は国道340号立

丸峠トンネルの供用開始と、それから、東北横

断道釜石秋田線の全線開通による関係人口、交

流人口の拡大に向けた重要な年になりました。 

 このような年に、道の駅遠野風の丘創業20周

年感謝祭が年間を通じて実施されたことは、県

内外に道の駅遠野風の丘の存在を示し、道路利

用者のサービスエリア的機能が意識づけられ、

新規利用者の獲得が得られたものと考えており

ます。 

 さらには、観光推進協議会である事務局であ

るふるさと公社職員が、県内外の旅行会社や東

北管内の道の駅のほか、北海道室蘭市の道の駅

など訪問し、関係性を築いてきたことが、東北

道の駅めぐり、あるいは、北海道展など、各物

産展の開催につながったものと考えております。 

 以上のように、存在感のアピール、新規利用

者の獲得、多くの道の駅とネットワークの構築

は、本市の産業振興にとって大きな成果が得ら

れたものと高く評価を内部ではしております。 

 以上で、大三郎議員の答弁にかえたいと思い

ます。ありがとうございます。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  今回このイベント

ははじめての試みであったわけなんですが、今、

担当部長から御説明のあったとおり、観光客の

入り込みがふえたよと、売り上げも平成29年度

比で上昇傾向にあったと、経済効果も大きかっ

たということであります。すばらしいことであ

ります。 

 今後もこの今の機運を継続して維持する必要

があると思いますが、このことについての市長

のお考えを伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいまふるさと公社

というか風の丘20周年の一つの事業の展開につ

きまして、数字を用いながら答弁を申し上げた

ところであります。 

 こういった結果を踏まえるということになれ

ば、やはり、今、この公社という位置づけ、そ

れから風の丘という位置づけ、私、繰り返し申

し上げておりますけども、花巻、釜石間の高速

道路、この分におきまして、今思えば、これも

前のときにも、佐々木議員のほうにも何かのと

きにやりとりした経緯がありますけども、花巻、

釜石間にいうところのオンサイドのサービスエ

リアを国交省がつくったとなれば、まさに風の

丘の存在そのものが、かなりの部分で大きなダ

メージを受けたのではないのかなと思っており

ます。今でも鮮明に耳に残っております。 

 国交省の当時の道路局長、事務次官で退官い

たしましたけれども、森さんが道路局長であっ

たときに、いいんだよと、つくらないよと、風

の丘があるじゃないかというそのような中で、

風の丘の機能を十分活用しようと。だから、花

巻、釜石間にはサービスエリアはつくらない。

風の丘をその機能を持たせるようにしようとい

う、そのような判断を示してくれたわけであり

ます。 

 それが、そのようなこともありまして、この

感謝祭でも、ただいま担当部長が報告したとお

りの結果も得、また佐々木議員からもよくやっ

たというような評価にもつながったというよう
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に私は捉えておりますから、この勢いを何とか

さらなるという部分におきまして、今度、つき

ましては、今、進めております。 

 来年は地方創生法、まち・ひと・しごとの創

生法の第二期計画を立てなければならないとい

う中におきまして、この道の駅というのは、地

方創生そのものの一つの象徴的な事業ではない

かなということが、国はそのように評価をして

おります。 

 そのようなことを踏まえながら、この道路が

県の協力をいただきまして、あのような対応も

できたと、駐車場も拡張になったと。そうなれ

ば、これも盛んに議論しておりますけども、こ

の感謝祭の一つの勢いの中から、この道の駅風

の丘の全面改修といったものに、やっぱり踏み

込まなければならないというタイミングではな

いのかなというふうに思っておりまして、国の

地方創生、まち・ひと・しごと創生法の総合戦

略に基づきまして、地方創生交付金の活用を視

野に、さらなる機能の充実を図ってまいりたい

というふうに考えているところであります。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  いろいろと御答弁

いただきましたけども、私の質問の内容は極め

てシンプルであります。要は20周年感謝祭で成

功しましたよね、この機運を今後も継続しなく

ちゃいけないと思うんだけども、どういうこと

をやるおつもりですかという質問でしたけども、

そんな大それた大きな話じゃないですから、本

当の身近なことで御答弁願います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  身近なところというわ

けでありますけども、そのような環境整備も踏

み込みながら、ソフト、ハードのさまざまな事

業を、今、観光推進協議会には14の団体機関が

参加しているわけであります。その方々と、そ

れぞれの役割を果たしながら、さまざまなソフ

トを組み込み、そして魅力をつくっていく。 

 それが遠野の経済産業振興に大きくなってい

くという部分を、これからのいろんなさまざま

な観光推進協議会が、もうしょっちゅう議論を

しているというふうに報告を受けておりますか

ら、役所がいろいろ、ああだこうだというつも

りはないと。あんた方の一つの考え方で思い切

りやってみてくれと。その中には成功事例もあ

るだろうし、失敗事例もあるだろうと思います。 

 しかし、それで繰り返しになるだろうから、

とにかく身近な、今、身近なということであり

ましたけれども、そのようなものをまずやって

みようという中から取り組んでいくことが大事

ではないだろうかということを、話をしている

ということを申し上げて答弁といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  次の質問に入らせ

ていただきます。 

 遠野ふるさと公社は、今後の新たな経営革新

推進策の一つとして、今年度末に新会社への移

行を予定しているということですが、この新会

社はどのような会社を想定しておられるでしょ

うか。構想などお持ちでしたら御紹介願います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  これにつきましては、

今、盛んに議論をしているところでありますけ

ども、このふるさと公社の経営改革の一環とい

たしまして、公社の株式会社化といったものも

一つの選択肢の中で議論をしているということ

は、議員各位御案内のとおりであります。 

 これは、もうさまざまなメリットがある。一

つを挙げれば、株式投資は配当が見込めること

から、民間投資を入れるための呼び水となり、

資金調達がしやすくなる。新規事業に特化した

経営体が目指せる。あるいは国庫補助や中小企

業を対象とした制度融資等を受けることができ

る。 

 さらには、一般社団法人と比べ、役員の責任

が明確にできるといったようなものが一つ挙げ

られるということになりまして、このような一

つのメリットを踏まえれば、特にもうこの資金
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調達手段の確保につきましては、公社が自立し

た経営体を目指すためには、必要不可欠な一つ

の事項になるのではないのかなというふうに思

っております。 

 ただ、株式会社化というものに持っていくた

めにも、出資金を募ることを想定しているわけ

でありますから、さまざま６月定例会の前にお

きましても、議員各位にも担当部長のほうから

御説明をしているわけでありますけども、ファ

ンド、いうところの投資資金の活用や、銀行と

かの融資を受けながら、初年度における市の出

資額についても過剰にならないような、そのよ

うな調整もしながら、いろんな関係機関と連携

を図っていかなきゃならない。 

 ただ、この構想ということでありますけれど

も、そうなってもやっぱり人材であります。こ

の人材をどのように確保するのかという部分に

おきましては、この外部人材の招聘も含めなが

ら、組織の内部統制の強化、そしてそれに伴う

新たな運用体制の構築、そして何度も議論して

おりますけども、利益体質の転換といったもの

も、その中から見出していかなきゃならないか

というように考えているところであります。 

 職員の採用、最終的にはいずれは、さまざま

な関係者としっかりと丁寧な議論と合意形成を

図っていかなきゃならない。だから、またこれ

からは一つ一つ丁寧に議論をしながら、その対

応をしていく。 

 そのためには、今の公社の理事も一体となり、

職員も一体となり、そして、さらには関係機関

ともしっかり連携を図りながら、またいろいろ

応援してくれるというような、そのような一つ

の団体やさまざまな機関もありますから、その

辺ともしっかりと強調を図りながら、一つ一つ

この構想の一つの形に持っていくように最大限

努力をしてまいりたいというふうに考えており

ます。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  さらに新たな経営

改革として、ふるさと村と水光園については、

事業内容の見直しや、会社から完全に経営分離

する抜本的な構造改革を検討しなければならな

いというふうになっております。 

 また、前回の６月議会で同僚の新田議員から

も同様の質問がありましたが、市長からの御答

弁内容は、不採算部門の見直しと改革が必要で

あるというような御答弁もありました。 

 この２つの施設は、日本のふるさと遠野を象

徴する知名度と人気度の高い施設であると、私

は承知しております。しかし、このような優れ

た観光施設であっても、積極的に情報発信のよ

うなものをしなければ、埋没してしまうことが

懸念されるわけであります。 

 したがいまして、この２つの施設の復活に向

けて、これまでのかかわりの深かった地域住民

の方々と十分に協議を重ねて、その方向性を早

目に見出すべきと考えますが、市長の御所見を

伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  このふるさと村と水光

園の問題につきましては、ただいまの御質問の

中にありましたとおり、そのような認識の中で、

これに向き合っているということになるわけで

あります。これも黒字化のハードルが非常に高

い施設であるということは、前の答弁の中でも

申し上げておりまして、その位置づけの対応が、

この公社の抜本的な改革の土俵の中で議論して

いかなきゃならないというように思っておりま

す。 

 ただ、この現時点において、あくまでも現時

点においてでありますけども、この両施設を公

社から経営分離するということにつきましては、

やはり経営改革も行う上で、一つの選択肢とい

う一つの中にあるという部分もあるわけであり

ますけども、これもこの経営改革の抜本的な経

営改革によりまして、どのようにこの趣旨の改

善を目指していくことにつきまして、もっと議

論を深めていきたいというように思っています。 

 ただ、その場合におきまして、ふるさと村は

観光施設であるけども、今の御質問にありまし



－ 79 － 

たとおり、文化を象徴する一つの教育施設でも

あり、文化財でもあり、文教施設でもあるとい

う部分を、しっかりとそこと向き合わなければ

ならない。 

 さらには、水光園は市民の皆さんの保養施設

としての役割も果たしているという部分も、ま

たこれもしっかりと見据えなければならないと

いうように考えているところであります。 

 したがって、この収支の赤字の議論とはまた

別に今のような視点の中で、この２つの施設に

ついては検討していかなきゃならない大きな課

題ではないのかなと思っておりまして。 

 ただ、その検討につきましては、繰り返しに

なるけど、今、申し上げたような一つの考え方

に基づいての位置づけだと、議論だということ

を御承知いただきたいというように思っており

ますので、さまざまな人員の適正配置の問題、

あるいはこの冬期期間の営業の問題、まさにそ

れぞれの一つのこれからインバウンドというよ

うな流れも来るとなれば、ふるさと村の位置づ

けなども、また新たな魅力をつくっていかなき

ゃならないということになるわけでございます

から、そのようないろんな要素を踏まえながら、

この２つの施設についての議論を深めてまいり

たいというように考えております。 

○議長（浅沼幸雄君）  10分間休憩いたします。 

   午前10時58分 休憩   

────────────────── 

   午前11時10分 開議   

○議長（浅沼幸雄君）  休憩前に引き続き会議

を再開いたします。 

 17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  私の持ち時間、大

分長くなってきましたので、２点目の質問のＪ

Ｒ遠野駅舎の活用策について伺います。 

 この新遠野駅舎の整備方針は、現駅舎と同規

模の大きさにすることを前提にして、ＪＲと市

の両者による合築とし、外観はまちのシンボル

となるように進められております。もちろんこ

れは方向性を示したもので、両者による最終的

な合意ではないと承知しております。違ってい

ましたら、後ほど御指摘いただければと思いま

すが。 

 また、活用案につきましては、中心市街地活

性化協議会からの報告内容と、遠野未来を考え

る会から示された３つの基本コンセプトである

まちの歴史と魅力が詰まった100年先に誇れる

駅舎、日常的なにぎわいのある、人が集まる場

所、そして交通・情報・人・時間の接点として

安心な機能を備えた駅舎ということで、Ａ案、

Ｂ案の２案が示されております。 

 以上から、この２案は、市民の代表者が慎重

な協議とワークショップを重ねた上で望ましい

方向性を見出された結果でしょうから、尊重す

べきものと考えます。 

 その上で、私の疑問点について質問させてい

ただきます。 

 まず、Ａ案は、１階部分に入浴施設や屋台村、

コンビニ、産直等の商業施設と観光情報ターミ

ナル機能を備えたミニミュージアムとし、２階

部分は宿泊施設になるということですが、現在、

遠野市内の宿泊施設は不足しているでしょうか。

私は、客室利用率は決して高くないと承知して

おりますが、関係業界との協議や調整を図られ

た上での計画でしょうか、この辺の状況につい

て伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ＪＲ遠野駅舎問題につ

きまして、今、御質問の中に触れられておりま

した。さまざまな手順を踏みながら、こういう

一つの形に持ち込むことがようやくできたとい

うことになるんではないのかなと思っておりま

して、その辺の経緯については、今質問の中に

もありましたから、若干繰り返しになりますけ

ども、平成27年７月に、耐震強度等の問題から、

将来にわたり施設の安全を確保するために、保

存という選択肢がない旨の方針がＪＲ東日本盛

岡支社のほうから示されました。 

 また、同時に、現在の遠野駅舎のデザインを

生かし、合築という提案もＪＲ側のほうからあ
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ったという中で、先ほど申し上げましたような

経緯の中で、いろんな皆様の意見を聞きながら

ということで中心市街地活性化協議会、あるい

は遠野駅舎の未来を考える会の皆様ともいろい

ろ議論をしながら、ワークショップなども開き

ながら、一つのＪＲと市との新築合築という選

択肢で協議を進めるという体制にようやくたど

り着いたということになるわけであります。 

 昨年11月からことしの２月まで計５回、いろ

んな方々のワーキンググループの中からの意見

もいただきました。そして、ことしの２月であ

りますけども、中心市街地活性化に関する意見

集約の場におきましても、検討結果報告書をこ

の協議会の会長から私は受け取ったところであ

ります。そしてこれを踏まえながら、今お話あ

りましたとおりＡ案、Ｂ案ということになって

いる形でございまして、これがことしの10月に

示される予定となっているということになるわ

けでございますから、遠野駅舎の合築案は、宿

泊施設のような民間投資を最大限活用とする案

とするのか、市が整備費の負担をしながら公共

施設とするのか、これはまだ、それこそきちん

とした議論としっかりした検証をしなければな

らないという段階であるということになるわけ

でございますので、今、御指摘のありましたと

おり、宿泊事業者や観光協会との調整は、この

調査の10月に報告書が上がった段階で、またし

っかりとそれこそ議論をしながら、すり合わせ

をしながら、やはりあるべき姿を、望ましい姿

と、これはこの10年、100年と言えばちょっと

大げさになりますけども、50年後を見据えたよ

うな、そのようなまちづくりの一つの大きなプ

ロジェクトなわけでありますから、合意形成と

そのような関係機関、団体との協議、その背景

には、平成29年12月でありますけども、この遠

野市観光推進協議会が立ち上がりました。昨年

の６月12日、１年ほど前でありますけども、Ｊ

Ｒ東日本、キリンビール、遠野市という一つの

中で、遠野エリアの活性化に関する連携協定と

いったものを締結しております。 

 ＪＲ東日本は大変な輸送力と発信力を持って

いるわけです。キリンビールも、提携プロジェ

クトの中から、もう15年の歩みの中で、遠野市

と一体となりながら、まちづくりに取り組んで

いるというような、そのような一つの民の力の

中で協定を結んでいるわけでございますので、

いうところの、これは何も私は佐々木大三郎議

員にそのようなことをいろいろ申し上げること

は、あるいは失礼かもしれませんけども、観光

施設等の入り込み数、あるいは物産販売などは、

現在のパイを各事業体で奪い合うというような

ことは避けなければならない、やはりパイその

ものを大きくしていかなきゃならない、従って、

この間のホップ感謝祭のときに、あのボードで

示された数字を見ながら、やっぱり民の力はす

ごいなというのが正直に私感じたわけでありま

す。 

 多くの方々を２日間で１万2,000人も呼び込

んでいる中に、市外、県外の方々が圧倒的に多

いという、ＪＲも臨時列車まで出しているとい

うようなそのような受け皿をしっかりと議論し

ながらつくっていくというところに、この駅舎

問題も位置づけられるんではないのかなという

ように考えているところでございますから、こ

の点については多分同感いただけるんじゃない

かなと思っておりますので、よろしくお願いを

いたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  次に、駅舎建築に

かかわる費用についてですが、民間資本を活用

することになっておりますが、万が一民間参入

者が集まってこなかった場合には、当然、市の

自主財源投入ということになるわけですが、そ

の場合には大きなリスクが懸念されるわけであ

ります。この辺の状況については、どのように

考えておられるか伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  これは今の現時点では、

そのＡ案、Ｂ案の中においてどのようなとこで

落ちつくのかという部分をもっと慎重に議論を
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し、また議員各位ともしっかりと御相談をしな

ければならない案件であります。市長が決める

案件ではありません。 

 その中におきまして、やはりこの民間という

ことになった場合においての資金導入、あるい

は合築という一つの中における市の財政問題と

いったものもしっかり見きわめながら、対応し

ていかなきゃならないということになるわけで

ありますから、極論を言えば、市のお金をでき

るだけ負担を少なくする方向の中で、やっぱり

合意形成を図っていくということになるんでは

ないのかなと思っています。 

 やっぱり民活、民間活力、そのような民間資

金といったようなところに、やっぱり一つター

ゲットを絞りながら、多くの関係者の皆様の御

協力をいただかなきゃならない。そのためには、

やっぱり市民がまさに気持ちを一つにしながら、

まちのシンボルとしての駅舎といったものを、

しっかりとまた光り輝くように持っていこうと

いうような、一つの市民の合意もその中になけ

ればならないというふうに思っているとこでご

ざいますから、そのようなことを十分配慮しな

がら対応してまいりたいというように思ってお

ります。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  次に、Ｂ案につい

て伺います。Ｂ案は、１階部分にフリーラウン

ジを確保して、貸しギャラリーや観光関連団体

事務室として活用するということです。また、

２階部分は、まちづくり会社やコワーキングス

ペースとして活用するということで、駅舎の３

分の２は公共施設にして、建築にかかわる費用

は市が負担する計画になっております。 

 さきの６月議会でも指摘させていただきまし

たが、これまで中心市街地の活性化のために、

遠野昔話村や観光交流センター、博物館などの

整備事業費として多額の予算を投じてまいりま

した。その結果、観光客の入り込みはふえたで

しょうか。ふえるどころか、逆に年々減少が続

き、歩行者や自転車、バイクの通行量も減少し、

商店街は閑散としております。 

 したがって、このような建物を新たにつくる

のであれば、公共施設として確保するのではな

くて、Ａ案と同様に、民間資本の導入によって、

民間の知恵や経験、ノウハウ、そして活力をう

まく活用すべきと考えますが、市長の御所見を

伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  これもあえて申し上げ

ることではないかもしれませんけども、５年前

に、地方頑張れという中で地方創生法、まち・

ひと・しごと創生法という一つの考え方が国の

政策として示されました。その中のキーワード

は、産学官金労言、産業界、行政、大学を含め

学生、高校生もまちづくりに参加しております。

金融機関、労、職場、それぞれの企業の職場、

さらには産学官金労言ですから、言は報道機関

ということになるわけでありますが、一体とな

れというそのような一つの中で、地方の底力を

示せということに一つの理念が示されたわけで

あります。したがいまして、この分におきまし

ては、やはりこの民間活力、民間資本、要する

に官民連携という言葉の中に民間のノウハウと

資金といったものをしっかりと受けとめるよう

な、そのようなプロジェクトに持っていくとい

うことになるんではないのかなというように私

自身は認識しておりますから、この部分も多分

同じような考え方に立ってもらえるんではない

のかなというように思っているとこでございま

すから、余計なことかもしれませんけども、そ

れを申し上げて答弁といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  先ほどの質問に関

連してのまた質問ですけども、この駅舎の一部

を公共施設にするハード事業よりも、むしろソ

フト事業に予算を投入すべきと考えます。これ

まで、当市では四季折々の各種イベント、ある

いは旧三田屋、この間もイベントがありました

が、これを生かしたオフキャンパス等のソフト
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事業によって観光客の誘客につなげているとい

うふうに承知しているところであります。 

 この駅舎に絡めまして、要はこのことに加え

まして、例えば各お店の魅力をもっと向上させ

るとか、人気商品を開発するとか、郷土芸能や

民話の魅力をさらに高めるイベント、あるいは

情報発信などに力を強力に注ぐべきであるとい

うふうに考えております。 

 市長も御存知かと思いますが、現に一関市で

は、このソフト事業の充実によって、今までの

中で一番観光客が多かったというような事例も

ありますので、その辺の事例も参考にしながら、

さらにソフト事業の充実を図るべきと考えます

がいかがでしょうか。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  これまで整備してきた

一つの施設、ハード整備をうまく利活用しなが

らソフト事業にもっともっと力を入れるべきじ

ゃないかと、全くそのとおりであります。観光

推進協議会を立ち上げたという部分も、そのよ

うな背景があって、いろんな関係機関、団体が

力を合わせながらさまざまな企画を持ち、そし

てまた発信力を持ち、そのようなこれまで整備

してきた施設を生かしていこうと。 

 この夏休み中に、私も市内の観光施設をかな

り回りました。ちなみに、とおの物語の館のほ

うに回ったときも、もう10年前なわけでありま

す。遠野物語発刊100年を記念してあそこをリ

ニューアルしたけども、既に10年たちまして、

もっともっとソフトをしっかりとまた組み直さ

なければならないなということも痛感してまい

りました。 

 また、郷土芸能団体、きのう、実は遠野東中

学校の生徒諸君が全国の中学校文化祭に出場し

てきましたという形で挨拶に見えられました。

生徒諸君の話を聞いて、思いっ切り富山県の一

つの文化会館で青笹しし踊りを舞い踊ってきた、

語りべも行ってきた、そしてまた嬉しかったの

は、市民歌を全員で合唱してきた。多くの方々

から遠野に行ってみたいという話をされてきた

という話を報告で受けました。感謝しますとい

う話を申し上げたわけでありますけど、そのよ

うな力が児童生徒にも、地域にも、そしてまた

いろんなこだわりの団体の方々にもあるわけで

ありますから、それをしっかりと発信し、また

それが魅力を倍増するようなソフト事業に、関

係者一丸となって取り組んで、これまで環境整

備してきたものにまた新たな光をという部分に

全力を挙げて取り組んでまいりたいというよう

に考えております。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  コワーキングス

ペースの確保についても計画されているようで

ありますが、既に市内には関連したネットカフ

ェ等が、コワーキングスペースそのものが存在

しております。このことに加えて、新たに整備

することになれば、当然のことですが、応分の

イニシャルコスト、ランニングコストも発生す

るわけであります。したがって、新たにこのよ

うなものをつくるのではなくて、今ある施設を

十分に使いこなすことが先決ではないでしょう

か。このことが遠野市の活性化と健全財政の維

持につながると私は確信しておりますが、市長

のお考えを伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  この駅舎の利活用の分

にワーキングスペースという一つの計画も盛り

込まれている。ただこれも、ワーキンググルー

プの中の議論の中から出てきた。ただ、今御質

問にありましたとおり、いろいろ立ち上げてい

る部分とどのように整合性を図っていくかなと

いう部分が大事なわけであります。 

 ただ、この構想の中に位置づけられたという

のは、一つの背景には、観光情報発信エリアと

一つのそれと区分をしながら、もう一つは鉄道、

バス、タクシーとの公共交通機関の集積ポイン

トというものを生かしながら、この環境を生か

すという分においては、多くの人が集い、情報

を共有するエリアという部分に位置づけられる
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んじゃないのかなという一つの背景の中から出

てきたということでありますから、これを具体

化どうかするについては、今お話がありました

とおりきちんと整理をし、仕分けをし、役割分

担をしながら、あるいはこれが具体的に持って

いけるのか持っていけないのかも含めながら、

やはり一つの検討課題の一つではないかという

ように考えております。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  以上で一般質問を

終わります。 

○議長（浅沼幸雄君）  次に進みます。12番菊

池巳喜男君。 

   〔12番菊池巳喜男君登壇〕 

○12番（菊池巳喜男君）  遠野令和会所属の菊

池巳喜男でございます。 

 通告に従い、市長に対し大項目２点について、

一問一答方式により一般質問を展開してまいり

ます。 

 この春、市民と議会との懇談会が市内11カ所

において開催されました。その際、市民からは

多くの意見が出されました。市民の議会に対す

る大きな関心が感じられたものであり、今後、

この出された意見をもとに、日々議員活動を展

開していかなければならないなと改めて自分に

言い聞かせるところでもあります。 

 今回は、これらのことを踏まえながら、意見

に多く出されました少子高齢化問題、そして鳥

獣害被害がかなりなウエートを占めておりまし

たので、その点を質問してまいりたいと考えて

おります。 

 最初の１点目は、少子高齢化にもかかわるこ

とでございますが、遠野スタイル創造・発展総

合戦略計画における重要業績評価指標（ＫＰ

Ｉ）について、質問を進めてまいります。 

 国では、一億総活躍社会の実現に向けた緊急

対応として、希望を生み出す強い経済を実現す

るため、子育て支援や安心につながる社会保障

を含め、３本の矢の取り組みに貢献するため、

地方創生加速化交付金をはじめとした財政、情

報、人材支援策を実施するまち・ひと・しごと

創生法のもと、まち・ひと・しごと創生総合戦

略策定に乗り出して５年が経過しようとしてお

ります。 

 遠野市においても、人口減少と地域経済の縮

小の克服によるまち・ひと・しごと創生への好

循環の確立を目指し、平成27年11月からスター

トをしてまいりました。 

 改めて趣旨をまとめお話をいたしますと、遠

野市は、まちづくりを進める基本構想として、

市民と行政との協働活動による遠野スタイルの

創造を基本理念に、市民センターや地区セン

ターを拠点に、自治会、各種団体活動によって

まちづくりを実践してまいりました。 

 遠野スタイルとは、地域の特性や資源を生か

すこと、市民が主体性を持つこと、自分たちの

まちをよりよくしようと行動することを基調に

展開するまちづくりであります。持続可能なま

ちづくりの仕組みを創造しようとする市民と行

政との協働活動そのものでございます。 

 その前例が、東日本大震災において人と人と

のきずな、地域と地域のつながりにより、後方

支援基地として救援物資の提供や人的支援に重

要な役割を果たしたことも遠野スタイルの姿で

あると感じるところであります。 

 平成28年度を初年度といたしました第２次遠

野市総合計画において、これまでの取り組みを

継承し、さらに発展させるため遠野スタイルの

創造・発展を基本理念に掲げてまいりました。

そして、総合戦略を自律性、将来性、地域性、

直接性をプラン、ドゥー、チェック、アクショ

ンの４つの視点、ＰＤＣＡメカニズムによって、

短期、中期の具体的な数値目標を設定して、政

策効果を客観的な指標により検証し、必要な改

善を行っていくことで取り組んできたものと思

っております。 

 遠野スタイル創造・発展総合戦略は、戦略１

として地域資源を生かした雇用の創出、戦略２

では、観光から交流、そして定住へ、戦略３は

子育て支援の推進、そして戦略４は健康寿命の

延伸の４つの戦略になっております。 
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 各戦略には、重要プロジェクトを設定してお

ります。その重点プロジェクトごとの基本目標

に係る重要業績評価指数をＫＰＩといい、達成

度を調査、分析し、施策の内容と行政内部のマ

ネジメントへ反映していくことになっておると

いうことであります。それぞれの重点プロジェ

クトが連動することによって、地方創生を成功

に導くシナリオになっているものと思っており

ます。 

 そこで、質問を進めてまいります。 

 最初の（１）といたしまして、平成30年度重

要業績評価指標（ＫＰＩ）の達成状況について

どのように捉え、今後の計画をどのように展開

していこうとしているのか、６項目について市

長に質問を進めてまいります。 

 １項目めといたしまして、遠野スタイル創

造・発展総合戦略のＫＰＩ、つまり重要業績評

価指標について、５カ年計画の４年目の平成30

年度は、総数18指標のうち、達成は６指標のみ

でありまして、12指標は見達成となっておりま

す。その未達成の詳細は、観光関連で３指標、

子育て関連で３指標、高齢者で２指標でありま

す。これらの要因をどのように捉えるか、まず

最初にお伺いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  菊池巳喜男議員の一般

質問にお答えをいたします。 

 今議会は、平成30年度のそれぞれの事業等を

決算審査という中で、議員各位からさまざまな

形で御審議をいただくという大変重要な機会と

して位置づけられているわけであります。30年

度はどうだったんだろうかと。本当に計画がど

のように進んでいるだろうかと。そしてまた、

なぜこの部分はこのような状況になっただろう

かというようなところを、議員各位からそれぞ

れの御指摘を受けながら、しっかりとかみ合わ

せた議論をし、であればどうすればいいかとい

うところに持っていくという部分の中に、我々

も緊張感を持ちながら向き合わなければならな

いというように思っているところであります。 

 今、地方創生のほうからもう４年、もうそれ

を総括しながら、新たな一つのステージにいか

なきゃならないんじゃないだろうかというその

ような中におきまして、丁寧な一つの御質問の

中から、そのような位置づけが明確になったと

いうように、私も改めて受けとめたところであ

ります。 

 そういった中におきまして、平成30年度のこ

のＫＰＩ、キー・パフォーマンス・インディ

ケーターという一つの重要業績評価指標という

のが、いうところのＫＰＩという言葉の中で示

されているわけであります。これをしっかりと

達成するという中で、やっぱり計画そのものの

一つの進行管理と申しますか、それに向かって

みんな進むんだという一つの目標なわけであり

ますから、それを18項目設定をしたと。今、菊

池巳喜男議員から未達成が18のうち12指標とい

うそのようなお話もありました。これは、先般

の総合計画審議会の中にも提出をしながら、議

員各位にもこの状況等については、既に御報告

申し上げているところであります。 

 この部分におきまして、決して言いわけとい

うことになりませんけども、この公表している

ＫＰＩの達成というものについては、目標数値

を100％以上達成したという場合に限り達成し

たという表記にしているわけであります。した

がって、仮に99％であっても未達成というその

ような一つの厳しい一つの仕分けの中に公表と

いう数字が出ているということを、ちょっと御

理解をいただければということを思うわけであ

ります。 

 ちなみに、公表しているＫＰＩの達成率は、

平成30年度は33％、何だ、３割かと。33％とか

ということになります。しかし、これをもう少

し詳しく分析いたしますと、この90％以上のお

おむね達成率に持ってきますと、61％の達成率

になるということになるわけでありますから、

これをこの人口減少が進むという一つの現状の

中にあっては、私は踏みとどまって、このＫＰ

Ｉといったものに、どうにかこうにか皆さんの

力によって、多くの市民の皆さんによってそれ
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に近づいた数字を確保しているんじゃないのか

なというように、やっぱりそのように捉えなけ

ればならないんじゃないのかなというように思

っておりますので、その辺のところを御理解を

いただければと思っております。 

 ただ、この部分においては、私も真摯にこの

数字に向き合わなきゃならないと思っておりま

す。今、御指摘にありましたとおり、観光振興、

子育て対策、高齢者対策、達成率が低いよとい

う話がありました。これはやはりしっかりと検

証しながら、この分においては、繰り返しにな

りますけども、先ほども佐々木大三郎議員の一

般質問の中でいろいろ申し上げました。観光振

興につきましても、平成30年度に観光推進協議

会を立ち上げながら、道の駅風の丘の創業20年

感謝祭といったものを含めながら、さまざま取

り組んで一定の評価もいただいたと。これは関

係者の方々は多分喜ぶと思います。頑張ればで

きるんだなということが喜ぶと思います。そう

いう一つの意欲、意気込み、気概といったよう

なものも数字には出てこないわけでありますけ

ども、そのような、例えば本会議場で議員各位

からよくやったねというような評価を受ければ、

また頑張んなきゃならないという気持ちになる

という部分に、私は一つのまさにＫＰＩじゃな

いですけども、やっぱり数字には出せないもの

もあるんだということも、これは言い方間違え

ちゃうと言いわけになってしまいますけども、

やっぱり数字は数字でしょということになるわ

けでございますけども、そのようなものに取り

組んだ、その結果、先ほどの佐々木大三郎議員

の質問の中に担当部長が答弁いたしましたけど

も、道の駅の感謝祭、ロングランの中で一定の

成果を得ることができたということになるわけ。 

 それから、子育て対策の未達成の要因につき

ましても、実はこれもきのうの菊池美也議員の

質問の中からもありましたけども、出生数がま

さに138人台から160人台という２カ年連続増加

になってきているという部分も、まさに少子化

対策、子育て対策の一つの手応えとして捉える

ことができるんじゃないだろうかと。 

 この近年の出生数の増加といったものを捉え

ると部分と、それから全体として子どもの総数、

総人口、年代ごとの人口構造を見ると、やっぱ

りある程度これについてもかなり厳しいものが

あるという部分を踏まえながら、でもその中に

かすかなそのような手応えも我々なりに感じた

ということもその背景にある。 

 高齢者対策の未達成の主な要因につきまして

も、やはりいろいろなものの見方があるんでは

ないのかなというように思っておりまして、こ

れは、一方においては、この高齢期の就労意欲

や社会貢献の考え方といったようなものが、ど

んどん働き方改革、人生100年時代、70歳まで

云々というような部分の中におきまして、その

ような背景もあるということでありますから、

その辺を踏まえながら、27年度に策定をいたし

ましたこのＫＰＩ、私たちこれにつきましては、

これからさまざまなこの27年度に策定したとい

う一つのことに思いを寄せれば、目標数値を

年々増加、もしくは少なくとも現状維持という

部分の中で設定をしたと。頑張ろうという部分

でそのような設定をしたということも背景にあ

りますので、そういったことを考えれば、人口

減少が歯どめがかかっていないという現実を正

面から受けとめると、やっぱり達成率といった

ものが年々低くなってくるという背景にもそれ

はあるんではないのかなというように思ってい

るところでございますから、この次の計画にお

いては、このＫＰＩそのものの位置づけ、ある

いは目標数値の分析、そのようなものもしっか

りと対応していきたいというように考えている

ところであります。 

○議長（浅沼幸雄君）  12番菊池巳喜男君。 

   〔12番菊池巳喜男君登壇〕 

○12番（菊池巳喜男君）  今、市長は100％の

目標が達成しなければこれは未達成だというよ

うなお話もありました。目標数値が大きいので

はないのではないかなというふうに感じました

けども、現状維持の中で設定しているというよ

うなことで、人口減少が大きく左右もしている

というようなお話でもございました。 
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 次に、質問を進めてまいりますが、特に遠野

市の人口減少に関する合計特殊出生率わらすっ

こ割合の実績が減少して、さらには新規学卒者

雇用数も減っているということで、生産年齢人

口の割合が減少しているということで、これら

の対策が一番これからの遠野市に対しては大き

な対策なり、対応が必要ではないのかなという

ふうに思っておりますけども、これは今後のお

話になりますけども、どんな対策を講じていけ

るものなのか伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  これはやはり遠野市の

活力をという分におきましては、やはり大事な

一つの施策として取り組まなければならない課

題ではないのかなと思っております。今ちなみ

に、18歳以下の人口の割合を見ますと、このＫ

ＰＩの数字からすると、目標値は14.02％に対

しまして、13.35％と0.67ポイントを下回った

というそのような結果になりました。 

 この伸び悩むという一つの一方にありまして、

出生数は２年連続、先ほどの答弁と繰り返しに

なりますけども、２年連続で増加をしたと。平

成30年度は164人の赤ちゃんが遠野で産声を上

げたというそのような一つの結果も得ているわ

けであります。 

 しかし、18歳までの子どもの各年齢の平均人

口は約200人であるのに対し、19歳以上の平均

人口は約300人と100人程度のギャップがある。

総人口が減少傾向にあっても、わらすっこ、子

どもたちの生産年齢人口の伸びに結びついてい

ないということは、若者、子育て世帯の流出に

歯どめがかかっていないという数字にもなるわ

けでありますから、やはり少子化、子育て、さ

らには雇用の確保、そのような環境整備をまさ

に急いでいかなきゃならない、大きな施策にし

なければならないということになろうかという

ように思っておりまして、きのうの議論の中で

も菊池美也議員の質問の中にもありましたとお

り、例えばそういった子育てという部分の中に

おきましては、きのう、質問の中でいろいろ数

字が出てまいりました。あの数字を聞いており

ますと、やっぱり４人目、あれ３人だ、４人だ

と、しかし、安心して生み育てるというそのよ

うな環境をという部分があるわけでございます

から、そのような環境にしっかりと子育て応援

部という組織を中心にいたしまして、この問題

にも果敢に挑戦をするという意気込みの中で対

応していきたいというふうに考えております。 

○議長（浅沼幸雄君）  12番菊池巳喜男君。 

   〔12番菊池巳喜男君登壇〕 

○12番（菊池巳喜男君）  遠野の活力として、

果敢に努力していただきたいというふうに考え

ているわけでございますが、一方で、高齢者の

関係でございますが、高齢者の自立と社会参加

の促進では、ＩＣＴ健康づくり事業参加者が伸

びているということに対し、特定健康診査受診

率は年々上昇はしているものの、目標にはさら

に届かない現状でもあるということのようでご

ざいます。 

 高齢者が元気に楽しく、心身の健康を保ちな

がら、働く、趣味を持って幸せに暮らせる環境

づくりとの方向性も示されておりますが、どの

ように今後、この辺に関しましても、高齢者の

対策に関してはしていこうというものなのか伺

ってまいります。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  先ほどは子どもたち、

わらすっこという部分の中における一つの取り

組みと子育て環境についての一つの形で議論を

いたしました。ただいまは、この高齢者対策と

いう部分の中におきましての対策ということで、

このＫＰＩの数字の中に、いつまでも元気でい

ていただきたいという一つの取り組み、いうと

ころの健康づくりであります。これも大事な一

つの取り組みでありまして、市民一丸となって

健康寿命をという取り組みを行っているとこで

ありまして、そのＫＰＩの数字の中にも、特定

健康診査の受診率の問題などもその中に位置づ

けられているところでございますので、今、こ

のような中で高齢者の健康寿命といった部分の



－ 87 － 

中に、あるいは働き、生きがいというか生涯学

習といったような部分の中で、さまざま取り組

んでいる内容等につきまして、その目標未達成

だという部分も含めながら、この現状につきま

して、あるいは取り組んでいる状況につきまし

て、担当の健康福祉部長のほうから、その現状

を含めましての答弁とさせていただきますので、

御了承いただければと思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  健康福祉部長。 

   〔健康福祉部長兼健康福祉の里所長兼地域

包括支援センター所長鈴木英呂君登壇〕 

○健康福祉部長兼健康福祉の里所長兼地域包括

支援センター所長（鈴木英呂君）  命によりま

して答弁いたします。 

 目標受診率は、高齢者の医療の確保に関する

法律に基づき、第３期特定健康診査等実施計画

の中で設定された、全国の市町村国保共通の指

標であり、60％と高い目標に設定されておりま

す。 

 本市の最新受診率は49.8％で、昨年度より0.

2ポイント上昇し、目標値に達していないもの

の、全国平均は37.2％、岩手県では44.7％であ

り、国や県の平均よりも高く、県内14市の中で

は第１位、33市町村では７位と、県内市町村に

比べると受診率は決して低くはない状況であり

ます。 

 受診率向上のために、土曜日、日曜日、また

夜間、そして冬期の追加健診を実施し、保健推

進委員の訪問等による地道な受診勧奨、職場健

診や人間ドックなど市の健診以外で受診した被

保険者の健診結果の収集などを行っております。

また、国保被保険者が受診する人間ドックも特

定健診扱いとなることから、被保険者には助成

額の上乗せを行い、受診機会の拡大を図ってお

ります。 

 本市では、健診の未受診者に脳卒中や人工透

析を要する重篤な糖尿病などの重症者が多い傾

向にあることから、重症化に伴う要介護状態の

予防、または医療費抑制等の観点からも、引き

続き特定健診事業の推進を図り、市民の健康の

保持、増進に努めてまいります。 

 健康は目的ではなく、豊かな人生を送るため

の資源であります。高齢者等が豊かな人生を送

るための重要な要素である社会参加や仕事、趣

味活動などを通じた生きがいづくりができるよ

う、その基盤となる心身の健康づくり事業を推

進してまいります。 

 以上、答弁といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  12番菊池巳喜男君。 

   〔12番菊池巳喜男君登壇〕 

○12番（菊池巳喜男君）  ただいまの特定健康

診査受診率に関しまして、担当部長のほうから

も説明がございました。全国で37.7％に対しま

して、県下では７位だということで、決して低

い数値ではないということでございますけども、

さらなる受診率向上に向けて頑張っていただき

たいなというふうに思っているわけでございま

す。 

 続きまして、重点プロジェクト３にあります

観光振興と交流人口の拡大による「で・くらす

遠野」定住の促進といたしまして、４項目中、

地域間交流等受け入れ数は達成しておりますけ

ども、定住者世帯数、道の駅を含む主要観光施

設の観光客数、観光者宿泊数が未達成というこ

とになっておりますが、これをどのように評価

して成果として見るものなのか、伺いしたいと

思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  重点プロジェクト３に

おける取り組みであります。 

 定住者世帯数、それから道の駅を含む主要観

光施設観光客数、観光者宿泊数、それぞれ未達

成という部分の中におきまして、定住対策等に

つきましては、空き家対策なども入ってくるわ

けでありますけども、これを一つ、今、成果と

評価をどう見るかということでございましたけ

ども、この部分に対応しております産業部長の

ほうから、この成果と、それから評価等につき

まして、実はこの空き家対策などは、環境整備

部と商工観光課と観光交流課と、それぞれ市の

組織で言えば環境整備部と産業部の中で連携を
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図りながらやっているという部分があるわけで

ございますけども、それを総括しながら、産業

部長のほうからこの状況等について答弁を申し

上げますので御了承いただければと思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  産業部長。 

   〔産業部長中村光一君登壇〕 

○産業部長（中村光一君）  命によりまして、

菊池巳喜男議員の質問に答弁させていただきま

す。 

 まず、定住施策については、移住、定住希望

者向けの空き家の確保が課題となっており、相

談件数は増加するものの、実際に住む家が確保

できないため、定住に至らないのが現状となっ

ております。 

 この空き家の確保については、リフォーム事

業助成金の利用促進、市内の不動産業者との連

携によって物件を確保し、県との連携を強化し

ながら、遠野の魅力をＰＲして、さらなる定住

促進を図っていく必要があると考えております。 

 一方、観光客の入れ込みと宿泊者数について

は、これまでの観光施策では、市内の観光事業

者間の連携が図られにくく、オール遠野での一

貫した取り組みがなされておりませんでした。

そこで、平成29年12月に遠野市観光推進協議会

が発足し、毎月実施される戦略会議やマーケテ

ィング部会などの５つの部会の活動を重ねるこ

とによって、観光関係機関、団体の活動が、点

から面の活動へと変わりつつあります。特に、

観光キャラバンセールス活動については、団体

間の連携と戦略を持った取り組みに意識が向け

られてきております。 

 さきにも触れましたが、平成30年度は、遠野

市観光推進協議会が主体となって、道の駅遠野

風の丘20周年感謝祭について、年間を通じ、さ

まざまなイベントを実施してきました。また、

国道340号線立丸峠トンネルの供用開始や、東

北横断自動車道釜石秋田線の全線開通などの機

会に合わせ、県内外に道の駅遠野風の丘を広く

ＰＲを行ったこともあり、観光客入れ込み数が

回復してきております。 

 道の駅遠野風の丘創業20周年感謝祭を一過性

のイベントとしないため、ラグビーワールドカ

ップ2019日本大会釜石会場への対応や、東京20

20オリンピック・パラリンピック競技大会、さ

らには、2021年のＪＲ東日本の東北ディスティ

ネーションキャンペーンに向け、先手を打った

取り組みが重要と考えております。 

 今後は、目標数値に近づけられるよう、情報

発信と受け入れ環境の整備を図り、遠野市観光

推進協議会と一体となって、観光客入れ込み数

増加に向けた取り組みを促進していくこととし

ております。 

 以上、答弁といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  午後１時まで休憩いた

します。 

   午前11時59分 休憩   

────────────────── 

   午後１時00分 開議   

○議長（浅沼幸雄君）  休憩前に引き続き会議

を再開いたします。 

 引き続き、一般質問を行います。12番菊池巳

喜男君。 

   〔12番菊池巳喜男君登壇〕 

○12番（菊池巳喜男君）  それでは、午前に引

き続き質問を進めてまいります。 

 産業部長から、先ほど重点プロジェクト３に

つきまして主要観光施設の観光客数とか宿泊数

等々の説明がございました。外国人観光客に関

しましては、今後、ラグビーワールドカップ、

そしてパラリンピックのホストタウンなど、外

国人の増加が見込まれるということも話されて

おりました。 

 それで、質問を続けてまいりますが、そのよ

うに外国人等々の観光客にも該当するんですけ

ども、この10月から消費税が10％となるという

ことでございまして、これはちょっと政府の趣

旨に沿った質問をしてまいりますが、キャッシ

ュレスの対応ということも進めながら、消費税

ではなされているということで、外国人観光客

についても、カード決済とか、今風に言えばス

マートフォンのＱＲコード等のいろいろな決済、

電子決済等もあるわけでございますので、これ



－ 89 － 

はそれこそ道の駅とか、先ほど来から、午前の

佐々木大三郎委員が道の駅の関係も質問があり

ましたけども、消費税の対応に関しまして、ち

ょっとそれるかもしれませんけども、通告して

おりましていたもんで、その辺、キャッシュレ

ス対応をどのようになっているのかお伺いしま

す。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ふえる一方の外国人訪

日客、いうところのインバウンド、さらには来

年にはオリンピック、パラリンピックが控え、

また、直前には釜石でもラグビーのワールドカ

ップというようなそのような動きが出てきてい

るわけでありますから、このキャッシュレスと

いう部分の切り口も極めて大事な取り組みの一

つであるというように思っておりますので、今

の国の動向も含めながら、これにしっかりと向

き合うというために、担当の産業部長のほうか

ら答弁を申し上げますので、御了承願います。 

○議長（浅沼幸雄君）  産業部長。 

   〔産業部長中村光一君登壇〕 

○産業部長（中村光一君）  命によりまして、

菊池巳喜男議員の質問に答弁させていただきま

す。 

 まず、キャッシュレス化への対応についてで

すが、まず、近年、コンビニエンスストアやオ

ンラインショップなどでもキャッシュレス対応

が進んでおり、カード決済やスマートフォンの

アプリを活用した決済システムが普及してきて

おります。市内においても、何々ペイなどの掲

示が目立ち始めており、観光客のみならず市民

の買い物におきましても、キャッシュレス化が

少しずつですが普及しつつあると考えておりま

す。 

 市内では、遠野市観光協会窓口においても、

クレジットカードによる決済システム導入に加

え、本年からスマートフォンなどのアプリによ

る決済システムを導入しております。また、道

の駅遠野風の丘におきましても、平成28年度か

ら外国人用免税システムを導入し、本格稼働さ

せているところです。 

 中小企業庁が推進する消費税の軽減税率対応

のためのレジシステム補助金、いわゆるレジ補

助金ですが、本年10月からの消費税増税にあわ

せ、モバイルＰＯＳレジ導入を含めた支援策が

講じられております。加えて、総務省が推進す

る統一ＱＲコードであるＪＰＱＲ普及事業の説

明会を７月１日に開催いたしました。当該事業

は、各社で実施するＱＲコード決済サービスの

システムを統一し、消費者にとってより多くの

店舗で利用できるものとして、総務省が推進す

るものであり、岩手県を含む４県のみが取り組

んでいるところです。事業者にとっては、来客

者へのサービス向上につながるほか、決済手数

料の優遇措置が得られるものとなっております。 

 キャッシュレス決済は、消費者に利便性をも

たらすことや、事業者にとっても生産性の向上

につながるため、経済全体に大きな効果を及ぼ

すものと考えております。また、外国人観光客

にとってもストレスが少なく決済できるため、

受け入れ体制の促進につながるものとも考えて

おります。今後、遠野商工会と連携を図りなが

ら、国の事業についての周知を行っていくとと

もに、事業者のフォローアップを図っていきた

いと考えております。 

 以上、答弁といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  12番菊池巳喜男君。 

   〔12番菊池巳喜男君登壇〕 

○12番（菊池巳喜男君）  今、産業部長のほう

からキャッシュレスの関係の対応について説明

がございました。消費税が10％に上がることに

よりまして、その対応といたしましては、政府

でこのような形でやっているわけでございまし

て、８％から２％上がるものに対して、例えば

電子決済とかそういう形では５％の還元がある

とか、さまざまあるわけでございますので、遠

野市内の消費にも消費税対応にはいいのかなと

いうふうに考えているところでございます。 

 それでは、次の６つ目の質問に入りますが、

令和元年度で計画最終年度になるわけでござい

まして、令和２年度以降も新たな総合戦略計画
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を立案していくということであるように先ほど

感じましたけども、どのように展開していこう

としているのかお伺いをいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  午前中の質問につきま

して、平成30年度のＫＰＩの数字等につきまし

て、達成、未達成という分につきまして、さま

ざまな御質問を賜りました。いずれも人口減少

という一つの中におきまして、懸命に踏みとど

まっているという部分は、あの数字の中にはま

さに見つけ出し、頑張らなければならないかと

いうように思っているわけでありますけども、

令和２年度以降は、いうところの２期計画の総

合戦略、それは今年度策定をいたしまして、計

画期間は令和２年度から６年度の５カ年計画と

いうことになるわけであります。策定に当たり

ましては、いうところの遠野スタイル創造・発

展有識者会議を立ち上げて、そして総合戦略を

策定することになろうと思っておりますけども、

その一つにはＫＰＩの設定があるんではないの

かなというように思っておりますから、これま

での取り決めをきちんと総括しながら、検証し

ながら、そしてより緊張感を持ったこのような

指標設定のもとに総合戦略を立てなければなら

ないかというように思っております。正念場と

いう言葉を使っているわけでありますけども、

交通インフラをはじめ大きく状況が変わって、

この変わっている状況をどう分析をしながら、

その流れにどのように乗るのか、あるいはその

流れをさらに加速をするのかという部分がやっ

ぱり問われているんじゃないのかなと思ってお

りまして、きのうもちょっと申し上げましたけ

ども、安藤忠雄先生が地方の可能性をという中

で、我々にさまざまなメッセージを残して大阪

のほうに戻られたわけでありますけども、あの

言葉の中から、このような総合戦略もしっかり

としたものに見出していきたいというように思

っているとこでございますから、そのことも一

言つけ加えて答弁といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  12番菊池巳喜男君。 

   〔12番菊池巳喜男君登壇〕 

○12番（菊池巳喜男君）  それでは、通告の

（２）といたしまして、やはり人口減少対策、

総合戦略策定の中で、この人口減少の抑制と人

口構造の若返りを基本方向性としているという

ことでございますが、現実は厳しいものがある

というふうに考えるところもあります。この人

口減少等々、どのように打開していこうと、こ

の総合戦略の中ではしていこうとしているのか

伺いたいと思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  目まぐるしく変わる国

際情勢、また国内を取り巻く状況もそれに伴い

まして、刻一刻変化をしてきているという状況

の中で、しっかりとした展望を見出しながら対

応していかなきゃならないということは言うま

でもないわけであります。 

 この共通優先方針、この産業振興と雇用の確

保、少子化対策・子育て支援、これを踏まえな

がら、５つの重点プロジェクトといったものを

中心に、やっぱりしっかりとした組み立てをし

なければならないかというように思っておりま

す。 

 出生数のこの増加傾向、これは将来的な人口

増加につながるのかどうなのか、まさにその辺

も厳しい状況であるけども、やっぱり可能性を

求めて、それこそ挑戦していかなきゃならない

んじゃないかな、まさにそのためには地元での

就職を希望する若い世代の願いがかなうような

雇用と就労環境をつくっていかなきゃならない。 

 さらには、重点プロジェクトのこの５つのプ

ロジェクトの中におきまして、いうところの内

発型、外発型商工業振興という中におきまして

は、遠野東工業団地のプロジェクトもしっかり

と位置づけながら、戦略的な展開を図っていか

なきゃならない。これはビッグフィールドとい

う会社が、釜石港を利用しながらシンガポール、

中近東という一つのルートをという部分が遠野

を拠点になったというようなことも、一つの追

い風になるんじゃないのかなと思っております
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から、そのような一つの少しでもふえてきてい

る風をしっかりと受けとめるような、そのよう

な戦略を構築しなければならないんじゃないの

かなというように思っております。 

 さらには、この農林畜産業あるいは６次産業

化、このような地域資源を生かした６次産業振

興のために、地域おこし協力隊の皆さんも懸命

に頑張っている、この間の報告会なども、私、

２部にしか、１部、２部の報告でありましたけ

ども、時間の関係で２部にしか聞けませんでし

たけども、あの方々の一つの取り組み、自立・

定着を目指すという取り組みにもしっかりと対

応していきたいというふうに思っております。 

 そのような中におきまして、第２期総合戦略

に向けては、既に地方創生の拠点となる風の丘

については、もう検討を始めているところであ

りますので、そのようなことをしっかりと組み

立てながら、少しでも国、県のほうからの財源

導入を含めながら、まさに可能性を求めて果敢

に挑戦する気概でもって、この人口減少、若返

りといったような問題に向き合う、対応してい

きたいというように考えております。 

○議長（浅沼幸雄君）  12番菊池巳喜男君。 

   〔12番菊池巳喜男君登壇〕 

○12番（菊池巳喜男君）  第２期総合戦略に向

けまして、５つのプロジェクトがそのとおりい

ろいろと組み立てながら可能性を求めてチャレ

ンジしていくんだというふうな話でございまし

たけども、新卒者が一人でも多く遠野で就職で

きるような形で、いろいろ今お話がありました

けども、若者が定着できるような対策をとって

いただきたいなというふうに思っております。 

 それでは、次の大項目２点目、有害鳥獣駆除

対策の現状と対策について伺ってまいります。 

 この件に関しましては、昨年12月の一般質問

で同僚議員の佐々木敦緒議員からも一般質問が

あったというふうに考えておりますが、それを

さらに継続したような形で質問をさせていただ

きます。 

 今年もこのとおり９月に入りました。クマの

被害はいつも報道なんかで流されて、被害状況

が市民にもわかるような形で注意喚起がなされ

ているわけでございますけども、どのような対

策を行っていこうとしているのかを伺ってまい

ります。 

 この夏には、市民がクマに襲われて危害が及

んだという実例も発生しております。この危機

的な環境のもとでどのように見、対策を確認し

市民に安全と安心な環境を提供をしていく必要

がある中で、どのような考えを持っているのか、

最初にお聞かせを願いたいと思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  この有害鳥獣対策とい

ったものにつきましても、遠野市にとっても大

きな市政課題の一つであると、県のほうにも統

一要望等におきましても、あるいは県の振興局、

あるいは農林振興センターなどと連携しながら

この対応等を進めているわけでありますけども、

やっぱり市民の安心・安全をしっかりとそのよ

うな環境を図っていかなきゃならない、そのた

めには情報を適時適切にスピーディーに情報を

提供するということが極めて大事じゃないのか

なと思っております。 

 今、御質問の中にありましたとおり、散歩中

の市民がクマに襲われ大けがをしたというよう

な、さらには農作物や配合飼料等の食害も依然

として続いているという状況にあります。 

 遠野テレビを活用した注意喚起、そのほかに

も小中学校の子どもさんたちに対してもクマよ

けの鈴の配布を継続して行うなど、より一層の

緊張感を持った啓発活動と注意喚起、さらには

そのような一つのクマとの出会い、出会いとい

うよりも被害を受けないような、やはり常に日

ごろから緊張感を持った対応といったものが基

本ではないのかなというように考えているとこ

ろでございます。やっぱり情報提供、そのよう

な目撃事例があったならば、周辺にはしっかり

と情報を流すということが基本ではないのかな

というように思っております。 

○議長（浅沼幸雄君）  12番菊池巳喜男君。 

   〔12番菊池巳喜男君登壇〕 
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○12番（菊池巳喜男君）  その中で、今年度、

まだ年度途中でございますけども、春先からの

被害状況につきまして、農産物等々、昨年度と

比較するとどのような傾向になっているのか、

次に伺いたいと思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  農産物の被害状況にど

うなっているのかという部分でありました。そ

れぞれ通告も受けているところでございますの

で、状況でございますけども、私のほうからも

答弁を申し上げたいと思っております。 

 この25年度をピークに減少傾向にあったもの

の、29年度は7,938万円、30年度は9,280万円と

いう中で、被害額が増加をしてきております。

内訳は、ニホンジカによる被害が最も多くなっ

ておる。そして、水稲や牧草の被害が多いと。

そして、理由といたしましては、ニホンジカの

生息域が拡大して、宮守地区をはじめ、今まで

被害が少なかった地域で新たに農作物被害が増

加したということが考えられるんじゃないのか

なと。ニホンジカは沿岸地域に近い場所で捕獲

数が多かったわけでありますけども、最近は市

内一円、内陸側での捕獲数がふえてきておりま

す。したがって、これからも、今年度も被害額

が増加するのではないのかなと。 

 ちなみに、このニホンジカの捕獲実績を申し

上げますと、29年度は1,264頭、30年度は1,425

頭、いうとこのふえております。今年度は７月

時点を一つの数字で見ますと、既に1,000頭を

捕獲しているということになるわけであります

から、この推移を見ると、令和元年度はまた数

字がふえるんではないのかなというように思っ

ております。 

 ニホンジカの捕獲の１頭につきまして、国か

ら8,000円、市から6,477円といったような助成

も行っておりまして、年間予算は約3,000万ほ

どの予算を、これは国、県の予算でありますけ

ども、そのような予算を組んでいるということ

になるわけでございますから、それからもう一

つは、心配なのは早池峰山の周辺を取り巻く高

山植物の被害も拡大をしてきているということ

もあるわけでありますから、そういったこの分

を踏まえながら、より広域的な対応をやっぱり

急いでいかなきゃならないという数字が、これ

物語っているんではないのかなというように考

えているところであります。 

○議長（浅沼幸雄君）  12番菊池巳喜男君。 

   〔12番菊池巳喜男君登壇〕 

○12番（菊池巳喜男君）  今、いろいろと具体

的な数字を述べていただきました。 

 ニホンジカ、ことし既に1,000頭を捕獲して

いるんだということで、昨年の1,425頭より拡

大するのではないかという懸念もあるというこ

とのようでございます。 

 その中で、私も特にちょっと気にかかること

がありまして、近年、サギ、鳥です。サギがふ

えまして、渓流沿いの魚とか養殖池の魚などを

食用として、自然環境も破壊して、サギがおる

のではないのかなというふうに感じますけども、

その辺、被害状況などは把握しているものなの

か、ちょっとお伺いしたいと思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  クマ、シカという中で

の対策の中に、このサギという鳥の被害もとい

う中で、この河川に放流した淡水魚が被害に遭

っているということも報告を受けております。

担当からいろいろ報告を受けているとこにより

ますと、水稲の踏み荒らしも発生しているとい

うことも聞いております。ただ、対策といたし

ましては、銃器による駆除といったことを行っ

ているわけでありますけども、なかなかこれは

効果が出ていないということもありまして、年

間で５羽程度しか捕獲というよりも駆除という

部分の中においては、またなかなかできないと

いうような状況にあるということも現実として

聞いておりまして、駆除というよりも追い払い

というような中で対応しているのが現実じゃな

いかなという、そのような担当からの報告であ

りました。 

 なかなか有効な手だてを見い出せなくている
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という部分があるわけでございますけども、こ

のような被害が出ているということも踏まえな

がら、より有効な手だてを、それこそ知恵を絞

らなければならないんじゃないのかなというよ

うに考えております。 

○議長（浅沼幸雄君）  12番菊池巳喜男君。 

   〔12番菊池巳喜男君登壇〕 

○12番（菊池巳喜男君）  何か追い払いのみの

ような対策というふうなことで、何かもどかし

さがあるのかなというふうにも感じるところで

ございます。 

 市内におきまして、有害鳥獣全般の対策とい

うことで伺ってまいりますが、全国的にハン

ターが不足している中で、駆除用のわなの見直

し、活用を強化してはどうかということで、詳

しくお聞きをしたいと思います。 

 遠野市でも電気牧柵等の対策が振興しており

まして、個人対応の電気牧柵に対しましては４

万5,000円を上限、また３名以上の団体では40

万円を上限として助成を行っているということ

でございますが、国とか県よりの助成はどうな

っているもんなのかお伺いをしたいと思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  対策の中におきまして

は、キーワードは一つは駆除、それからもう一

つは防除と、さらには今お話がありましたけど

も、ハンターを中心とした人材育成といったも

のが、この３つの柱の中で対策が講じられるの

ではないのかなというように思っておりまして、

この電気牧柵などの助成などもその一環である

んではないのかなというように思っております

し、この人材育成につきましては、隊員のハン

ターの方々が増加傾向にあるけども、一方にお

いては高齢化という一つの波もその中に現実に

あるということも踏まえると、やっぱり人材と

いったものの一つの育成も大きな課題ではない

のかなと。ただ、この問題につきましては、私

はいつも思うんでありますけども、市町村だけ

での取り組みではない。これは何も茶化すつも

りはありません。こういう振興課の問題に対し

まして、このような熊にも鹿にも、先ほどサギ

の話も出ましたけども、鳥にも市町村堺はない

わけでありまして、やはり、何も県だけのせい

にするつもりはありませんけども、やっぱり県

がしっかりコーディネートしながら、市町村と

いうネットワークの中で、限られた財源と人材

をうまく活用しながら、この問題にも立ち向か

うというような、そのような仕組みをつくるこ

とがやっぱり大事ではないのかなというように

思っているところでございますので、それは機

会あるごとに県のほうにも話をしておるという

ことも申し添えて答弁といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  12番菊池巳喜男君。 

   〔12番菊池巳喜男君登壇〕 

○12番（菊池巳喜男君）  ちょっとさらに質問

を進めてまいりたいと思います。 

 提案ということで、最後に質問になるわけで

ございますけども、12月の議会でも同僚議員の

ほうから囲いわなに関しまして質問が寄せられ

ておりましたけども、私もこの囲いわなに関し

てちょっと提案しながら、質問をさせていただ

きます。 

 先ほどの答弁の中で、ニホンジカ、生息範囲

が拡大して内陸のほうまできているというよう

な形で、沿岸のほうから流れてくるのはそのと

おりだと思っておりますので、沿岸のほうから

進入してくるシカに関しまして、対策を重点的

な形で大規模な囲いわなを設置して進入してく

るニホンジカをおびき寄せながら、囲いわなに

誘うような形で退治するというような形で、大

規模なことのように感じるかもしれませんけど

も、囲いわなを設置してはいかがなものかなと

いうふうに考えているところでございます。 

 そして現在、農業に関しましては、スマート

農業時代に入りまして、いろいろな形でＩＣＴ

等の活躍の場にもなっているわけでございます

が、駆除に関しましてもいろいろとＩＣＴを活

用しながら、駆除ができないものかなあという

ふうに感じるところもありますけども、囲いわ

なの中で出入り口を例えばスマートフォンで常

に監視カメラの中で見て、わなに入ったらス
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マートフォンの中で操作して入り口を塞いで、

進入、そういうわなにかけるというような形で

管理する方法もあるのではないのかなというふ

うに思っているわけです。 

 特に、笛吹峠のほうから貞任に関しまして、

私はそういう一つの一大的な囲いわなをつくっ

ていってはどうなのかなというふうに感じます

が、その辺を伺って、私の一般質問の最後にし

たいと思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  この問題につきまして

は、まさにちょっとあれな言い方でありますけ

ども、人間と動物の知恵比べではないのかなと

いうふうにも思うときもあるわけであります。 

 今、笛吹の話が出ましたけども、私も笛吹の

牧場に行ってみまして、本当にある意味では驚

いたと。物すごい群れになっているわけであり

ます。車が見て、人を見るとさっともういなく

なってしまうというのは非常にもうとてもじゃ

ないが、人間の力ではという部分のところを目

の当たりにしたということもあるわけでありま

すけども、今言った囲いわなの仕組みなども、

そういった意味においては有効な手だてとして、

どのように機能するのかという部分はやっぱり

きちんと。 

 大規模な囲いわなは、以前設置したことはあ

るが、捕獲実績が思わしくなく、費用対効果の

面からも難しいというものが一つ検証されたと

いうことがあります。現在、ニホンジカ捕獲用

の新たなくくりわなを試験的に導入しながら、

その効果を検証しているという一つの状況であ

ります。 

 また、岩手南部森林管理署遠野支署と連携を

しながら、山間部に小型の囲いわなを設置いた

しまして、ニホンジカの捕獲の強化を図ってい

るというそのような今状況にあります。 

 また、この岩手県南部森林管理署遠野支署で

は、ハンター向けの冬期間の林道除雪を行って

協力をしていただいている。さらには、早池峰

山のシカ被害の防止のために補助ネットを設置

するという中で、国定公園の被害防止にもあわ

せて積極的に取り組んでいただいているという

ことになります。 

 したがって、ニホンジカに対しての徹底的な

捕獲といったものを高めるためには、遠野鳥獣

被害対策実施隊員の班長会議などを定期的に実

施しながら、今後も有効な手だて、ただいまお

話あったようなことももちろん、やってみたけ

ども効果ということじゃなくて、やっぱりさっ

き言った知恵比べということになると思います

ので、有効な対策といったものを、スマートフ

ォンあるいはＩＣＴを活用していっていろんな

そのような技術進化が著しいそのような情報機

器などの利活用といったようなものも視野に入

れながら、やっぱりバランスのある駆除対策を

行っていかなければならないんじゃないのかな

というように認識しているところでございます

から、御提案があった趣旨を十分踏まえながら、

さらなる多くの関係者の皆様の知恵をいただい

ていきたいというように思っております。 

○議長（浅沼幸雄君）  12番菊池巳喜男君。 

   〔12番菊池巳喜男君登壇〕 

○12番（菊池巳喜男君）  これで私の一般質問

を終わります。 

○議長（浅沼幸雄君）  次に進みます。 

 16番新田勝見君。 

   〔16番新田勝見君登壇〕 

○16番（新田勝見君）  通告に従い、一般質問

を行います。 

 今回、私は３つのテーマについて質問いたし

ます。 

 １つ目は、行政改革推進基本方針について、

２つ目は、高齢者運転免許返納に対する政策に

ついて、３つ目は、市民センター管理運営につ

いて、それぞれ一問一答方式にて市長にお伺い

するものです。 

 第１点の行政改革推進基本方針についてです

が、私がこの方針を目にしたのは、附馬牛町地

連協の役員会の場に、市から市民センター所長、

担当課長が来て説明したときでした。今、私た

ちが住んでいる地域の状況、どのようになって
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いるのか考えてみますと、急激な人口減少、そ

して少子高齢化が顕在化しています。それに対

する地域づくりが、余りにも大きな課題として

乗っかかってきています。さらに、それほど地

域で担う人材は豊富ではありません。特に、若

い人がたくさんいれば何事も積極的に乗り越え

ることができるかもしれません。例えるならば、

老人による老人のための老人の政治とでも言い

たくなります。 

 私も一人の老人として、やはりこれではいか

んと思い、この行政改革について質問する次第

であります。 

 市当局の説明者は、たたき台としての方針で

すがと、あくまでも、もちろん案となっていま

すから決定ではないということでございますけ

れども、私は市からの強い指導と捉えました。

地区センターの指定管理制度の導入、行政組織

の見直し、行政区の再編、区長の廃止が主なも

のと受けとりました。これらのことを段階的に

進めていこうとするものであります。私は、こ

れまでの経緯の中では、最も大きな出来事であ

ると、地域にとって大きな出来事であるという

ふうに思っております。 

 平成の市町村の合併問題、あるいは、中学校

再編についても時間をかけて行われたものであ

ります。中学校再編については市民の関心も高

く、議会において特別委員会を設置し、各町に

おいて懇談会を持ち、最終報告を市のほうに議

会として提出したこともありました。今回の行

政改革も市民にとって大きな課題であります。

特にも、行政区の再編と私は考えております。 

 議会においても、地域懇談会などでは戸数の

多いところの区長のあり方、また世帯の少ない

ところ、そういったところについて懇談会にも

ありました。ある意味、部分的なものであり、

課題として予算委員会等でも多くの議論をされ

てきたというふうに私は思っております。行政

区の再編は小さいところを合併するものであり

ます。地域の声の把握も必要と思います。地域

コミュニティーを壊さず進めていく必要がある

と思います。 

 そして、計画づくり、それを進める人材の育

成も大切なものであります。それでは、質問に

入りますが、まず、地区センターの指定管理に

ついて質問いたしますけれども、私も20代のこ

ろからいろいろな活動をしてまいりましたけれ

ども、地区センターはいろんな活動の拠点とし

て、常にその地区の中心であり、会議やら何で

もそこで集まってにぎやかに開催したものであ

ります。そしてその中には、所長、主事さん、

そして保健師さんもいたこともあるわけです。

最近は主事さん、市の職員としては１人という

ことになりますけれども、この市民センター、

今後、行政区等と自治会も変わるんだろうとい

うふうに思いますけれども、この地区センター、

地域づくりの拠点として、やはり地域の住民か

らも幾らか私も聞きましたけれども、やはり職

員が１人はいてほしいなというふうに思ってい

ますが、市長の考えをお尋ねいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  新田勝見議員の一般質

問にお答えいたします。 

 これからの地区センターをという部分におき

まして、行革も含めてどのような新たなステー

ジをつくっていくのかという中におきまして、

今議会でも、昨日も荒川栄悦議員とこの問題に

つきまして、さまざま議論を交わしたところで

あります。 

 これまでの進化まちづくり検証委員会という

一つの切り口の中から、これからのコミュニテ

ィーをしっかりと安心・安全という部分の中で、

少子高齢化という流れの中にどう向き合うのか、

そしてまさに生まれ住んでよかったという地域

社会をどう構築していくのかという部分を考え

なければならないという中で、一定の手順とそ

してまたさまざまな角度から検証をしながら議

論をしてきたという経緯があるわけであります。 

 私も昨年はこの問題をテーマにいたしまして、

市長と語ろう会の中で、小さな拠点として地区

センターをどう位置づければいいのかという中

で、多くの市民の皆様と向き合ってまいりまし
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た。そのような一定の経過の中に、今があると

いうことを踏まえ、唐突な中にこの問題が出て

きたんではないんだということを十分御理解を

いただければというように思っております。 

 その中におきまして、地区センターの役割と

体制はどのようになろうか。御質問のありまし

たとおり、まさに地域づくりの拠点として、地

域活動をサポートする役目、行政と地域をしっ

かりつなぐ役目を持ってきたと、職員は任期つ

き、あるいは再任用の所長、正職員の主任主事、

さらには非常勤職員の地域活動専門員の３名体

制の中で進めている。その中に、社会福祉協議

会、安心・安全の一つの仕組みづくり、あるい

は推進組織であります社会福祉協議会がモデル

事業として我が事まるごとという部分の中にお

ける一つの人員も配置したという中で、そうな

んだと、連携をとれればまだまだやれることが

あるぞという中で、さまざまな検証を進めなが

ら行っている。いうところの社会情勢といった

ものにしっかりと向き合いながら、どうすれば、

いうところの住民の皆様の自立した地域づくり

を行ってもらう環境が、あるいは地域づくりの

拠点が、さらには安心・安全のそのような一つ

の拠点がというところを見出していくというの

が、この地区センターの今の位置づけの議論で

あるということを改めて申し上げて答弁といた

します。 

○議長（浅沼幸雄君）  16番新田勝見君。 

   〔16番新田勝見君登壇〕 

○16番（新田勝見君）  市の職員のことについ

ては、ちょっと答弁ありませんでしたけれども、

次の質問に入ります。 

 その地区センターでの説明会、女性の方も見

えられておりました。なぜこのようなことを職

員を全部引き揚げなければならないのかという

質問がありました。それに対しまして、市の職

員が多いよと、人口当たりの割合が多いので、

やはり減らしていかなきゃならないんだという

担当者のお話を私も聞きました。 

 地区にとってどうでしょうか。職員を減らさ

なければならないので、地区センターの職員か

ら減らしていきますよと私は捉えました。市中

心部から離れているところ、つまり通称在のほ

うは、市民サービスを受けにくくなります。そ

ういった面で、やはり当然市の職員一人もいな

くなるわけでございますから、そういった意味

で、なぜ地区の職員が方針の中において真っ先

にセンター職員を削っていくということになる

のかなあというふうに私考えますけども、市長

のお考えをお伺いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  このような大きな一つ

の新たなステージをつくるということにありま

しては、より慎重に丁寧に、そしてまた非常に

広大な面積を抱え、きのうもこの住民自治とは

何だろうか、地域自治とは何だろうかという中

で議論を交わしました。町民という一つの中で

くくっていかなきゃならない。１町10カ村とい

う一つのくくりがコミュニティーとしてある。

しかしそのコミュニティーも、みんな横並びで

同じ条件ではない。それぞれ中心部から離れた

ところ、さまざまな交通アクセスの問題、いろ

んな地域特性があるわけでありますから、文字

どおり横一線で同時スタートでものを進めると

いうことではない。したがって、担当職員等に

もよく話をしているわけでありますけども、そ

れぞれの地域特性をしっかり踏まえながら、そ

して、何といいますか、ありきで問題を説明す

るのではない。いろんな形で、その地域の事情

を踏まえながら、そこにある程度ピンポイント

で対応する部分、あるいはトータルな部分でし

っかりと方針を示す問題、方針を示すけどもそ

れを具体化する場合においてはどのような手順

を踏むのかということも踏まえながら、丁寧さ

を持ってほしいということを常に話をしており

ますので、今申し上げましたとおり、全てがあ

りきの中でものを進むんではないんだと。 

 やっぱり、それぞれの、繰り返しますけども

地域特性、それから御質問の一番冒頭にありま

した人材、そのようなものをしっかり踏まえな

がら、「じゃあこの地域はこのような一つのフ
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ォーメーションでしよう」と。「こっちの地域

についてはこのような体制の中でちょっと２年、

３年様子を見ようじゃないか」というようなも

のを含めながら、しかしやっぱり方針といった

ものはしっかり持ちながら、その中で一つひと

つ丁寧に階段を上っていくというようなプロセ

スを大事にしてまいりたいというように考えて

いるところでございますから、進め方につきま

しては、十分慎重に、かつ丁寧に進めてまいり

たいということを申し上げて答弁といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  16番新田勝見君。 

   〔16番新田勝見君登壇〕 

○16番（新田勝見君）  何となく、私にはわか

りにくい答弁だったというふうに思っておりま

すけれども、これからいろいろと協議の中でや

っていくんだというように私は解釈いたしまし

た。 

 次に、この行政区の再編の目指すものは何か

ということで質問いたします。 

 私も、40年以上もいろいろ、活動してきまし

たけれども、この行政区、一町７カ村が合併す

る前からこの行政区はあったと思いますけども、

その当時から、村時代から区長はありましたか

ら。そして、今回、45年ぐらいたつんですか、

50年ぐらいたつと思いますけども、そういった

中で行政区の再編が出てきたと。 

 これは、当然考えていかなきゃならない課題

であるというふうに思っておりますけれども、

その理由として、今人が少なくなってきている

から、いろんなリーダーとか役員も減ってきた

ので、それを単なる１区と２区くっつけましょ

うというような説明といいますか考え方にしか

取られないんですけど、附馬牛町の場合、７つ

を３つにすると、こういったところの狙いを市

長からお伺いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  行政区の再編、これも

90近い行政区の中で成り立っているという中に

ありまして、自治会組織等行政区の住み分けを

どうするのかという部分も、この新しい時代の

中においては一つの第２ステージとして再構築

していかなきゃならないという中で、いろいろ

地域の皆様の意見を聞きながら作業を進めてい

るわけであります。 

 まさに、この今までの経過の中で、取り組み

としては地域づくり、自主的な一つの地域課題

にしっかりと向き合うという部分の中における、

一つの取り組みという中におきまして、これを

しっかりと進めるためには、やはり行政区の再

編も必要ではないのかというように思っており

ます。 

 道路事情、あるいは情報化といったもののネ

ットワーク、遠野テレビの普及状況、さまざま

な状況がいろいろ変わってきているという部分

も含めれば、行政区の再編も避けて通れない一

つの課題ではないのかというように認識してお

りますので、この行政区単位で行ってきた地域

の支援制度も見直すというようなこと、それを

含めながら、これを今度は単なる行政区のため

ではなく、再編した中においては、今度はネッ

トワークをもっとつくりながら、自治会組織と

うまく連動するようなステージをつくっていく

ことになるんではないのかというように思って

おりまして、広域になるというけども、リー

ダーのなり手といった部分等その辺があるわけ

でございますから、いろんなこのサポートする

体制と、私はやっぱりキーワードはネットワー

クじゃないのかというように思っておりますか

ら、その辺をどのように構築していくかという

のにつきましては、さらなる地域住民の方々、

それから行政区長さんの考え方、関係市長等さ

まざまなマンパワーの方々の意見もきちんと集

約しながらという形で。 

 きのうの答弁の中で申し上げましたけども、

担当の行革、地域づくり担当理事が、それぞれ

行政区長さんに向き合った結果も報告を受けて

いるところでありますので、それらなども冷静

にその数字なり意向を踏まえながら手順を間違

わないように進めてまいりたい。ただ、方向性

とすれば、行政区の再編は避けて通れないだろ

うというような認識のもとに、さまざまな手立
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てを講じているということを申し上げたいと思

っております。 

○議長（浅沼幸雄君）  10分間休憩します。 

   午後１時50分 休憩   

────────────────── 

   午後２時05分 開議   

○議長（浅沼幸雄君）  休憩前に引き続き、一

般質問を行います。 

 16番新田勝見君。 

   〔16番新田勝見君登壇〕 

○16番（新田勝見君）  次に、この質問を行い

ます。 

 この方針をつくるに当たって、区長へのヒア

リングが行われたということでございます。行

政区再編のその３…… 

○議長（浅沼幸雄君）  質問者、質問の途中、

済みませんけれども、音声トラブルがなおった

ということで始めたんですが、まだ完全に直っ

ていないということでしたので、申しわけござ

いませんけれども、暫時休憩します。 

   午後２時06分 休憩   

────────────────── 

   午後２時23分 開議   

○議長（浅沼幸雄君）  休憩前に引き続き、一

般質問を行います。新田勝見議員に置かれまし

ては、先ほど質問を遮りましたので、本人が希

望であればその部分を遡ってでもよろしいです

し、途中からでもよろしいです。お任せします。

最初からというか、今の暫時休憩の前のという。

16番新田勝見君。 

   〔16番新田勝見君登壇〕 

○16番（新田勝見君）  次の質問に入ります。

この方針を作るにあたって、区長へのヒアリン

グを行ったと。その結果、この行政区再編の第

３案、これが区長ヒアリングによる90区から60

区にする案でございます。その区長へのヒアリ

ングと私が考えるには、それは当局にとりまし

ては根回しというふうにとらえますけれども、

この行政区再編その３の資料を拝見する限り、

わたくしは地域においてもこのような結果では

ないというふうに確信しております。しかし、

この方針を作るにあたってのヒアリングを行っ

たこの意味するものについて、市長からお伺い

します。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  この区長ヒアリングの

位置づけと意味づけでありますけれども、進化

まちづくり検証委員会の中から様々な角度から

これからの地区センターのあり方、小さな拠点

をどのように限られたマンパワーの中で安心安

全の地域社会を、コミュニティーを構築してい

くのかという一つの手順を踏みながら、それを

踏まえながら繰り返しになりますけれども、昨

年度ということになりますけれども市長と語ろ

う会をこのテーマに絞り、それぞれの各地域に

私も望んだわけであります。各11地区で300人

以上の方々の意見を聞くことが出来ました。し

かし、やはりそれを持って聞いたという中で一

つ前に進むということについては、わたくしも

正直なところ、これではまだ合意形成には持っ

ていけないという一つの認識の下に、これまで

総務部長と総務企画部長として勤めておった職

員を、理事という一つの職に任命をいたしまし

て、行革地域づくり担当理事といたしまして、

行政区長さん方の現場の声をしっかりと聴いて

ほしいと。その中で区長さん方はそれぞれの立

場の中でやっぱり温度差、地域差あるいは経験

による一つの認識の差というものがやっぱりあ

るのだろうと。それを踏まえながら、であれば

どうすれば方針に従った手順をどのように組み

立てるのかということのやはり情報がしっかり

と欲しかったという意味におきまして、一つの

区長さん方の個別ヒアリングといったような一

つの手順を踏んで、それを踏まえていただきな

がら、なるほどと。区長さん方の個々の意見は

そうなのかというような部分が私もある意味に

おいてはしっかりとした情報として把握できた

という部分の中でこれからそれを踏まえながら

今議会でも条例の改正案も提案をしているわけ

でありますけれども、一つの環境づくりを一つ

一つ、これもまた繰り返しになりますけれども、
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手順を踏んでいきたいという中に区長ヒアリン

グというものが位置づけられるのだということ

になります。 

○議長（浅沼幸雄君）  16番新田勝見君。 

   〔16番新田勝見君登壇〕 

○16番（新田勝見君）  当局で進める場合、そ

ういったことも必要かと思いますけれども、そ

ういったことが区長はこういったこと言ったの

かという形になるので、やはり、区長も一対一

になればね、なかなか人間というのは弱いもの

ですから、そうだそうだというふうに１案２案

を示されれば、その通りだなということになる

のであって、やはり区長のヒアリングというの

はその地区の、それこそ市長がおっしゃった合

意形成がどうあればいいかということをきちん

と話し合って、その後にやはりそういったこと

を収集していくということが必要ではないかと

いうふうに思います。 

 次の質問に移りますが、今こそ、農山村を生

かした市政が必要ではないでしょうか。人が少

ないからと言って、くっつければいいという考

え方では受け入れがたいと思っています。 

 中心市街地と農村部、それこそ均衡ある発展

に結びつけていかなければなりません。自然環

境や生活環境は、そこに住む人によってつくら

れ、そして守られるものと思います。人が住ま

なくなった土地は荒れ放題となります。 

 今、国の多面的機能事業や中山間事業等によ

り、地域の住民が頑張っています。地域の環境

をよくしようと、守ろうという気持ちで取り組

んでいるわけです。先の見えない農業、そして

農村にあって、都市と農村の交流や教育力など、

民泊、農泊を生きがいとして目指している方も

おります。 

 全国的な組織として農泊連合としての動きも

あります。これは一例ですけども、遠野市の売

りは、田園風景など景観も重視していく必要が

あります。このまま、そういったことを継続し

ますと、それこそ限界集落を通り越して無人集

落がふえてくると思います。 

 私は、農業と郷土芸能、地域の特色あるもの

と思ってやっていますけれども、やはり、それ

がなかなか継続できない厳しい状況に今現在あ

ります。そういった中での地域づくりというこ

とになりますが、それこそ、みんなの声を一つ

にしなければ、そういったこともできないとい

うふうに思っております。 

 そういったことで、その地域の環境、そうい

ったもの、仮に自分の地域を当てはめるならば、

遠野市の、合併しましたから４分の１、我々の

地区でございますけども、そういった道路の路

肩の草刈りにしても、あるいは河川清掃にして

も、非常に今、その環境を守るために厳しい状

況にあります。本当にそういった均衡ある発展、

そういったところにやはり、町場のほうから、

「草刈りは俺たちもボランティアとして行きま

す」とか、そういったやはり動きがあって遠野

市の環境なりそういったものが守られていくん

だろうというふうに私は思います。そこの住ん

でいる人だけでは、なかなか農村を守り、維持

していくというのは非常に難しい状況にありま

す。 

 質問になるかどうかはわかりませんけれども、

そういう現状を踏まえて、やはり在の生きる道、

環境を守る、そういったことに対しても、いろ

んな人が総意を持って「応援に行きます」とか、

そういうふうにこう考えていただけないかと思

うわけです。そして、前回、子どものことにつ

いて質問しましたけれども、複式学級のことに

ついて質問しました。高校とか再編については、

花巻とか釜石から、そういった生徒を呼んで何

とか頑張ろうという気持ちになっています。 

 そういうときに、やはり遠野市内においても、

そういう協力といいますか、あと３人いけばそ

こがもう複式じゃありませんよと、そういうよ

うな方向も私は今後の遠野市の農業にしろ教育

にしろ、そういったことも考えていかなきゃな

らないと思いますけれども、市長の見解をお伺

いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  これは、いうところの
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グリーンツーリズムといったような一つの切り

口からにおける遠野の一つの得意技、あるいは

この豊かな環境といったものを魅力のあるもの

に持っていきながら活性化を図っていくという、

一つの地域づくりの大きな道標が、あるいは環

境が、あるいはそういったことにしっかりと向

き合っているマンパワー集団がいるという部分

は、この地域づくりにもしっかり生かしていか

なきゃならない。 

 グリーンツーリズムというような一つの、

「で・くらす遠野」という仕組みの中で、民泊

協会といったものもしっかりタッグを組みなが

ら対応しているという部分があるわけでありま

すから、この恵まれた自然、都市と農山村との

交流人口の拡大、そして農家、民泊、ふるさと

村でのいろんな体験といったような一つのもの

を大きな資源としながら、これそれぞれの地区

地区によりましても、またそういったものがし

っかりと位置づけられたことになるわけであり

ますから、この地区センターの位置づけ、小さ

な拠点の位置づけもそのような切り口も持たな

ければならない。 

 そして、今までの多くの積み重ねを大事にし

ながら、一つの次のステージに持ち込むという

部分が、この小さな拠点づくりの中にもい続け

なければならないんじゃないのかと認識をいた

しております。 

○議長（浅沼幸雄君）  16番新田勝見君。 

   〔16番新田勝見君登壇〕 

○16番（新田勝見君）  非常に難しい課題でご

ざいまして、これからもそういった質問といい

ますか、続けて、地域づくりをやっていきたい

というふうに思っております。 

 次、通告の（７）番ですけども、質問に入り

ます。 

 市消防団の再編を現在行われようと、話が行

われているというふうに聞いております。地域

の防災、防犯を考えた場合、消防団の役割は大

きいものがあります。 

 しかし、団員の減少により、分団の部、ある

いは分署、そういった機能を果たせなくなって

いるところがふえてきています。これも、同じ

く再編もやむを得ないと、団員がいないのだか

ら、と思いますが、これもこの行政改革の中で、

やはり自治会などのあり方、行政区のあり方、

そういったものもやはり含めてこの行革をやっ

ていかないと成り立たないと思います。 

 その地域づくりの中心になっているのは、結

構消防団もいろいろその中に入って活躍してい

ますので、その消防団、行政改革にあってもそ

の整合性はどのように考えているんでしょうか。

再編と含めて、そしてまたこの自治会のあり方

もありますけれども、そういったのにやっぱり

含めて整合性を取りながら、この消防団の再編

というものも同時に考えていかなきゃならない

というふうに私は思っていますけれども、市長

の考えをお伺いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいま、質問の中に、

整合性という言葉がありました。これは極めて

大事なキーワードではないかと思っております。 

 いうところの行政区の問題、再編、避けて通

れない。自治会組織をどのような充実したもの

に持っていくのかという中で、地域住民といっ

たもののみずからの取り組みをしっかりその中

に見出していかなきゃならないとなれば、もう

一つは安心・安全という一つの切り口の中で、

地域に思う高い志の方のマンパワー集団が消防

団なわけであります。 

 地域の実情に精通し、いろんな形でのさまざ

まなこの地域の状況を把握しているという部分

が、消防団の皆様の姿に見出すことができるわ

けであります。やっぱり安心・安全。 

 ただ、その場合におきましては、消防団の組

織は、分団は11分団ということになるわけであ

りますから、行政区、自治会との整合性を図り

ながら、分団の部の再編といったようなものを

しっかりと、まさに整合性を図っていかなきゃ

ならないということになるんじゃないかと思っ

ておりまして、去る７月９日に、この遠野市消

防団再編小委員会を立ち上げながら検討を始め
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ているということになるわけです。 

 これは、行政区長さん方の、先ほど言いまし

たとおり、ヒアリングの結果でもいろいろ聞い

た、それから地域にも入ってのさまざまな説明

会もした、そういった中に、分団の部の位置づ

けをどのように再編をしていったらいいのかと

いうところも、そこも、同じことをまた申し上

げますけども、整合性を図っていくというとこ

ろに小さな拠点の姿を見出さなければならない

んじゃないのかと思っておりまして、地域住民

の安全・安心を確保するため、極めて重要な取

り組みの一つではないのかというように思って

おりますので、連携を図り、整合性を図り、そ

のような一つの仕組みに持ち込みたいというよ

うに考えているところであります。 

○議長（浅沼幸雄君）  16番新田勝見君。 

   〔16番新田勝見君登壇〕 

○16番（新田勝見君）  次の質問ですが、業務

工程表がこの推進基本方針の資料に載っており

ます。来年度には、小友、土淵地区が地区セン

ター指定管理制度を導入とあります。 

 あくまでもたたき台ということは言いますけ

れども、私は、もう少し期間を限定し、地域の

総意、そういったものを聞いてからでいいんじ

ゃないかというふうに思います。 

 それは、これからそういう予定ですというこ

とにはなるかとは思いますけれども、半年なり

１年なり、きちんとしたことを組み立ててから

やってもいいのではないかというふうに思いま

す。そして、住民の声を十分に酌み取れるよう

な形で進むべきと考えますがどうでしょうか。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  これは、何事もそうで

ありますけども、一つのしっかりとした経過を

検証し、分析し、その中からどのような形でこ

の一つの次の計画を確実に進めることとなれば、

ロードマップ、工程表を持たなければなりませ

ん。 

 そういった中におきまして、今申し上げまし

たとおり、区長さんのヒアリングも行った、さ

まざま行った、行ったんだからみんな合意形成

ができたんだ、だからありきだというような形

で作業を進めるつもりは毛頭ありません。 

 したがいまして、今議会でもいろいろ各議員

の皆様からも御質問をいただいているわけであ

りますけども、ありきではない、それぞれの地

域格差もある、格差というよりも地域差もある、

地域の特徴もある、交通事情も違う、集落の事

情も違うといろんな事情の中で、11地区が一つ

位置づけられるということになるわけでありま

すから、それを踏まえながら、じゃあどうあれ

ばいいかと。 

 今、御質問の中にありましたけど、土淵、小

友の名前も出ました。あの後、それありきでも

って進めるわけにはまだいかないと。もう少し

丁寧で、そして手順を踏んで、そして合意形成

にしっかりと向き合わなきゃならない。そのた

めの指定管理制度に移行するという方向には、

一応条例改正の中で議論をいただくわけだけれ

ども、これはあくまでも方針に従っての環境整

備の一つであると。 

 したがって、まだ具体論は、それぞれの合意

形成と住民の皆様の意見をしっかり聞いて、さ

らには議会の皆様とよく相談しながら、やっぱ

り持っていくということになるのではないだろ

うかと。だから、丁寧に、そしてまた、ただい

つまでも先送りするわけにはいきませんから、

やっぱりその辺のタイミングをどう見るのかと

なれば、またいろいろ御相談をしながらという

ことになろうかというように思っておりますか

ら、工程表、このロードマップの問題について

は、そのような方向で丁寧に進めてまいりたい

というように考えております。 

○議長（浅沼幸雄君）  16番新田勝見君。 

   〔16番新田勝見君登壇〕 

○16番（新田勝見君）  この遠野市行政改革推

進基本方針の最後の質問となりますけれども、

先ほども申し上げましたけれども、一番難しい

のは行政区の再編。そして、それをもとにした

自治会の充実。やはりそういった大事なところ

をきちんと、地区センターの市の職員も指導す
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るなり、あるいは会議に入るなり、そうやって

きちんと手助けをしながら、そういう自治会、

そういったものをきちんとできて、またそれを

まとめるのが地区センターということになりま

すから、この工程表といいますか、その中にあ

る、これは令和４年行政区再編施行というふう

になっていますけども、私は順序として、やは

り今一番大事な自治会、行政区の再編をきちん

と今の職員がいる中で決めて、そして地域づく

りを盛り上げていくというのが、私は順序とし

てはふさわしいではないかというふうに、私の

考えではございますけれども、その辺について、

市長からお伺いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいま、御質問あっ

たようなことを十分認識しながら、丁寧に作業

を進めてまいりたいと考えております。 

○議長（浅沼幸雄君）  16番新田勝見君。 

   〔16番新田勝見君登壇〕 

○16番（新田勝見君）  テーマの２番の質問に

入ります。 

 高齢者免許返納に対する政策についてという

ことでございます。 

 今、マスコミを通じて耳あるいは目に入って

くること、それは、高齢者の運転の事故の問題、

身近な問題でもあります。高齢者による交通事

故があります。一瞬にして人々を不幸に陥れる

交通事故、誰もが経験したくないものです。 

 シルバーマークのついている車がふえている

というふうに感じております。そして、運転に

自信がなくなれば免許返納ということになりま

す。高齢者ドライバー、安心して運転できれば

いいのですが、将来的に私もそういったことに

は対面するだろうというふうに思っております

けれども、この広い遠野市です。免許返納とい

う中で広い遠野市。私は、車を使わない日はあ

りません。多いときはバイパスや駅前など自宅

を４往復ぐらいするときもあります。距離にす

ると80キロ以上でしょうか。自家用車の重要性

を強く感じています。 

 数年前、Ｉターンで附馬牛町に移住してきた

方がありました。都会の生活には自家用車は必

要はありません。こちらに移住してきてから免

許取得、そして車を購入、そして買い物に出か

けておりました。 

 先日、ある方から、免許証返納にかかわって、

「市では何かその返納した方に対する特典でも

あるんですか」と尋ねられましたけれども、私

ちょっと答え得ることができませんでした。 

 市内で、どれだけ高齢による免許返納者がい

るのか調べてみました。平成26年33人、27年60

人、28年50人、29年103人、30年105人、令和元

年７月末までに75人。データを見ますと、確実

にふえています。遠野警察署に返納した人の数

でございますが、どこにいても、どこの警察署

に行っても返納が可能というようなことだそう

です。 

 そこで、足のかわりになっている車、なくな

った場合、どのような支援制度があるのか調べ

てみました。市町村の場合、65歳以上の方で、

バス、タクシーのチケット１万円分の交付、あ

るいはバスの半額、そして町営バスは無料と。

あるいは回数券の交付など、さまざま、その地

区によって違いはあります。遠野市の場合、考

えていることがあれば、そのことについて市長

にお伺いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいま、高齢者の免

許返納問題につきまして、いろいろ数字を上げ

て質問を承りました。まさに、平成30年度は遠

野市は105人という中で、同じ類似自治体の中

におきましても遠野市が、これは遠野市免許自

主返納数の推移でありますけども、平成30年１

月からこの令和元年７月までを見ますと、遠野

市が75件、八幡平市が47件、二戸市が69件とい

うことになっていますから、同規模の自治体に

おいても返納数が多いという状況になっている

わけであります。 

 そこでもちまして、ただいま御質問がありま

したとおり、財政事情が厳しい中にありました、
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いうところの交通弱者、通院弱者といった問題

がその中に出てくるわけでありますから、今進

めております路線バス、低料金バス、さらには

このデマンドバスの運行、市営バスもその中に

は入ってくるわけでありますけども、そのよう

なものをしっかりと維持するということも、こ

の問題に対する一つの対策の一つではないのか

と。 

 しかし、もう一方においては、路線バス等に

つながる一つのこのきめ細かな地域内のネット

ワークもつくっていかなければならない。とな

れば、交通空白地有償運送、いうところの住民

による運送ですね。そのような一つの仕組みに

ついても、これも先ほど来議論しております地

域づくりという一つの拠点の中で、そのような

地域住民の皆様のネットワークも活用しながら、

きめ細かいネットワークをその中で見出してい

くという部分もやっぱり検討課題の一つではな

いのかと。 

 地域づくり、そして小さな拠点といったもの

のキーワードは「安心・安全なコミュニティー

を」ということになるわけでありますから、そ

の方向の中で、あるいはそういった土俵の中で、

今の問題にもしっかりと向き合ってまいりたい

というふうに考えております。 

○議長（浅沼幸雄君）  16番新田勝見君。 

   〔16番新田勝見君登壇〕 

○16番（新田勝見君）  私が調べた結果でも、

もう400人を優に超えております。そしてまた、

高齢者は、そんなに長く生きるかどうかわかり

ませんけれども、多分ですけども、返納した場

合にすぐ、公共バスは半額、無料ですよとかそ

ういったものを求めているんではないかという

ふうに思います。 

 将来的には、その行革の中で弱者に対する手

当てといいますか、ボランティア的なこともあ

るかと思いますけれども、今のそういうことで

ございますので、この件についてはなるべく早

目に、政策として遠野市もつくっていただきた

いというふうに思っております。 

 次の、３番目の質問に移りますけれども、市

民センター管理運営についてであります。 

 現在、聞くところによりますと、管理は市民

センター所長、中央公民館長、業務センター長、

これは民間、が行い、事業主体は主に教育文化

振興財団であり、決定権は生涯学習スポーツ課

にあるんだと。施設管理は施設管理サービスが

行って、事業そのものはやっていないというふ

うに聞いております。 

 ７月31日の全協において、市政課題に係る検

討組織の立ち上げについて説明がありました。

４つの検討会議が立ち上げられた報告がありま

した。その中に、市民センター関係として、４

者連携協定推進検討会議がありました。内容は、

市教育文化振興財団、遠野施設管理サービス、

未来づくりカレッジ、そして遠野市の４者が集

い、将来あるべき姿について検討するという内

容でございました。 

 検討は進められていると思いますけれども、

現状について市長からお伺いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  この市民センターのこ

の管理運営といったものにつきまして、施設の

管理体制につきまして、さまざまな一つの中で、

この株式会社遠野施設管理サービスの指定管理

制度によりまして施設管理を行っているという

状況にあるわけであります。 

 昨年、そのような方向に持ち込んだわけであ

ります。私は、その時点におきましても、施設

の維持管理という部分と利活用の部分は一体に

ならなければ、何のために経費をかけながら、

あの市民センターの大規模改修を進めてきたの

かということになれば、それからさまざまな運

動施設も含め、この指定管理者制度の中による

施設管理サービスが抱えている維持管理という

守備範囲が結構広くなってきている。しかし、

それは利活用という部分としっかりと連携を図

らなければ、ならないというような仕組みに持

ち込まなきゃならないという中で、ただいま御

質問ありましたとおり、遠野市と教育文化振興

財団と施設管理サービスと、そしてこの未来づ
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くりカレッジといったような４者協定を締結し

ながら、あるべき連携のあり方を考えようじゃ

ないかという中で、これまた御質問がありまし

たとおり、小委員会を立ち上げながら、今いろ

いろ議論を進めてもらっております。 

 ただ、現状はということになれば、やはりそ

れぞれ、教育文化振興財団のこれまでの歩み、

それから施設管理サービスの今の行っている業

務、未来づくりカレッジも始まって４年、５年

という中であるけども、まだあるべき姿がしっ

かりと定着していないという部分の中で、やっ

ぱりよく言う立場による温度差がある。 

 だから、これをまずしっかりと、まさに横並

びのような認識にまで持ち込み、そしてお互い

の役割を、連携という一つの中で、「じゃあこ

こはしっかりとタッグを組もう」と、「じゃあ

この組織はもう一つ連携をしながら」という部

分で、繰り返しになりますけども、維持管理と

利活用という部分をしっかりセットするという

ような方向に持っていくということが極めて大

事ではないのかというような認識の中でいろい

ろ作業を進めてもらっているということであり

ます。 

○議長（浅沼幸雄君）  16番新田勝見君。 

   〔16番新田勝見君登壇〕 

○16番（新田勝見君）  次の質問ですけども、

管理運営を一本化できないかという質問でござ

います。 

 特に、もう大ホール、あそこには大ホール、

それから体育館等々ございますけれども、大

ホール等については、事業と一体できる教育文

化振興財団が管理運営することによって一括し

て、体育は除きですけれども、そういったこと

が望ましいのではないかという御意見がありま

した。 

 確かに、市民センターの、例えば市民の舞台、

そういったこともありますけれども、あるいは

いろんな芸能とかそういったものも多々ありま

すけれども、そういったときに、やはり主催が

教育文化振興財団が行うわけですけども、その

管理だけを施設管理がやっている。聞くところ

によると、ファンタジーでも練習が終わるまで

鍵持って待っていなきゃならない、そういうこ

とも聞きました。 

 やはり、あそこの大ホール、主にそうですけ

ども、そういったことについては、主な事業を

行っている市教育文化振興財団の方と協議しな

がら、やはりそこについて一本化できればベス

トとは言いませんけどベターなのかというふう

に私は思いますけれども、市長のお答えをお伺

いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいま、この市民セ

ンターの施設管理を含めて、望ましいのではな

いだろうかというような認識の中での御質問を

いただきました。 

 今、議論を盛んに行っている部分は、その望

ましい方向にどのように持っていったらいいだ

ろうかと、そこにはどういう課題があるだろう

か、またどのような一つの手続を踏まなきゃな

らないだろうか。そこでまた一方においては、

雇用もしっかり守っていかなきゃならないとい

う部分もあるわけでありますから、指定管理制

度の一つの、まさに優位性を生かしながら、一

方においては、これも繰り返しになりますけど

も、管理とメンテナンスと維持管理とそして利

活用といったものをしっかりと連携とれるよう

な、その望ましい姿に持っていく方向で、ただ

いまの御質問の中に出ました一つの意見は、貴

重な意見として承りまして、これからの作業を

しっかりと進行管理をしてまいりたいというよ

うに考えております。 

○議長（浅沼幸雄君）  16番新田勝見君。 

   〔16番新田勝見君登壇〕 

○16番（新田勝見君）  以上で、私の質問は終

わりますけれども、この行政改革については、

一人でも多い住民の声を十分に吸い上げて、そ

してこれからの地域づくりに盛り上げていただ

けるような方法をぜひとっていただくことで、

私の一般質問を終わります。 

○議長（浅沼幸雄君）  10分間休憩いたします。 
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   午後３時02分 休憩   

────────────────── 

   午後３時12分 開議   

○議長（浅沼幸雄君）  休憩前に引き続き会議

を再開いたします。 

 次に進みます。９番瀧本孝一君。 

   〔９番瀧本孝一君登壇〕 

○９番（瀧本孝一君）  前回６月定例会の際に

結成された会派「遠野令和会」に所属する瀧本

孝一であります。 

 同志の仲間とともに、会派結成の意義と理念

を確認し合いながら、一人ではなかなかできな

い部分を補い合い、少しでも市民の皆様の負託

に応えるべく、より一層の自己研鑽に努めると

ともに、少子・超高齢化社会・人口減少や経済

縮小社会における厳しい現実と当市が抱える諸

課題に目を背けることなく、さまざまな会派活

動や議会活動に取り組めたらとの思いから、会

派の一員とさせていただいたところであります。 

 さらには、多くの市民の皆様の御賛同を得る

ことができるよう、農林畜産業をはじめとする

産業の振興、雇用の創出、福祉の充実・安定・

向上など、情報を蜜にして支え合いながら会派

としてできることを模索し、各方面からの御指

導を仰ぎつつ、国と県と市とのラインをしっか

りと構築し、連携・結束できるような会派活動

を目指し、新しい元号を汚さぬよう、「遠野市

民のための令和会」でなければならないと、私

は強く思っているところであります。 

 さて、本日の最初の質問者であった同僚議員

も取り上げていましたが、きのうの地元紙に当

市の出資する遠野ふるさと公社がイオン盛岡南

店に出店している「結の市」が、出店から13年

連続で赤字が続き、来年２月のテナント契約の

更新をしないで撤退をするという、まことに残

念な記事が掲載されたことに衝撃を受けた市民

の方も多かったと思います。 

 長年にわたり、農産物をはじめとして遠野の

地場産品を販売し、当市の１次や６次産業の振

興に大きく寄与し、「永遠の日本のふるさと遠

野」を発信し続けてきた功績は、大変大きなも

のであることは論を待たないところであります

が、農産物等を出品し続けた生産者の皆様への

影響は極めて大きいものがあると思われ、ふる

さと公社や生産者はもとより、当局と議会も真

剣にその対策が急がれるところでもあると思わ

れます。 

 それでは、通告に従い、今回も市長に対し、

小さな拠点づくりと指定管理者制度の進め方に

ついて及び定期的に帰省する介護従事者の支援

についての２つのテーマで、一問一答形式によ

り質問を進めてまいります。 

 最初の質問に入らせていただきますが、私は、

この「小さな拠点づくり」に関し、前回６月定

例会の一般質問でも質問を交わしており、相応

の答弁をいただいております。また、昨日の荒

川栄悦議員、先ほどの新田勝見議員も、小さな

拠点や地区センター等に関し、かなり具体的な

質疑が交わされたところで、重複する部分も多

いと思われますので、場合によっては、当方か

ら通告した質問の削除があるかもしれませんし、

答弁も割愛をしていただいたり、その旨答弁済

みとしていただいたりしても構いません。 

 私が、なぜ小さな拠点づくりに関し、前回に

引き続き、質問をするのかといえば、急激に変

化する社会構造の中で、これからの遠野市の地

域づくりの将来を左右する重要な進路決定方針

であり、人口減少社会・経済縮小社会における

地域力の低下をどのように補っていくのかなど、

安心して暮らすことができるコミュニティーの

あり方が問われているからであります。 

 また、住民に向けた「市長と語ろう会」や、

「市民と議会との懇談会」のテーマも、「小さ

な拠点づくり」で開催されましたが、一般市民

の皆様への浸透はまだまだ不十分であり、さら

なる周知や理解が必要と思われているからでも

あります。 

 はじめに、昨日から、市民センター構想やカ

ントリーパーク構想の検証や、第２次進化まち

づくり委員会の提言、住民自治とはなどの質疑

が交わされましたが、改めて、小さな拠点づく

りの意義や定義をしっかりと位置づけ、地区セ
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ンターのかかわりや役割と、住民自治の重要性

を広く発信していく必要があると思われます。

このことについて、市長の見解を伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  瀧本孝一議員の一般質

問にお答えをいたします。 

 ６月定例市議会につきましても、この問題に

つきましてさまざまな議論を交わしたという中

にありまして、ただいまの御質問の中におきま

しては、まだ市民周知が十分ではないではない

だろうかというような認識のもとでの、改めて

の御質問というように承りました。 

 この問題につきましては、今お話がありまし

たとおり、今議会におきましても、荒川栄悦議

員、それから先ほどの新田勝見議員からも、こ

の問題についてさまざまな切り口から議論を交

わしたところであります。 

 そういった中におきまして、この、今の御質

問の中にありましたとおり、この急速な少子高

齢化の進展によりという部分の中におきまして、

地方の底力をどのようにその中で保っていくの

かということが大きな課題なわけであります。

自立的で持続的なコミュニティーを構築すると

いうことが求められる社会になっているという

ことは、今の御質問の中にあったとおりであり

ます。 

 特に、この人口減少が急激に進む地方の中山

間地域、遠野市のようなところであります、こ

の中においては、この商店街、生活機能が存在

する基幹集落を中心といたしまして、この複数

の集落による小さな拠点を形成しながら、安心

して暮らし続けられる仕組みづくりがそれぞれ

急ピッチに進められているというような状況が、

遠野市のみならず地方各地で行われているとい

うことも御案内のとおりというふうに思ってお

ります。 

 当市にありましても、これも繰り返しになり

ますけども、割愛していいという話がありまし

たけども、この50年にわたる遠野市の一つの市

民センター構想、カントリーパーク構想、それ

などを進化まちづくり検証委員会の中でしっか

り検証しながら、やっぱりこれは誇るべき一つ

の仕組みであるんだと。であれば、この急激に

進む人口減少と高齢化、少子化という流れの中

で第２ステージをしっかりつくっていかなきゃ

ならないという中で、小さな拠点といったとこ

ろにその一つの価値を見出すというか意義を見

出すということに踏み込んだということになり

まして、25年からさまざまな検証委員会におい

て、あり方につきまして幅広く議論を行ってき

たと。 

 そして、その中で、この進化まちづくり検証

委員会の中におきましても、これまでの遠野の

取り組みをしっかりと踏まえながら、まさにこ

のこれまでの体制や取り組みの継続だけでは、

今後の地域課題に解決に向けた対応はできない

のではないだろうかと。遠野には誇るべきその

歩みがあるんだと。それを踏まえながら、次の

仕組みづくり、次のステージに行くべきではな

いだろうかという部分を検証委員会の提言とし

ていただいたわけであります。 

 要するに、そしてもう一方においては、各地

域からも、このままではコミュニティーはなか

なか維持できなくなってくるという切実な声も

上がってきているということも一方にはあった

ということでありますので、その辺を踏まえな

がら、このまちづくり、一つの一括交付型補助

金なども活用をしながら、どうなんだろうとい

う形でさまざま進めてきた。それが今のこれか

ら、きょうもきのうも議論を交わしたとおり、

いよいよ次のステージに入るようなタイミング

と一つの時期が来ているのではないだろうか。 

 であれば、この部分において、しっかりと市

民の皆様へ周知をしながらという部分で、いろ

いろ担当理事なども設けながら作業を進めてい

るということであるわけでございますから、繰

り返しになりますけども、十分おわかりいただ

けるかと思っておりますけども、このやり取り

は市民の皆様も聞いているわけでございますの

で、そのような点をしっかり大事にしながら、

何度も申し上げますけど、丁寧に作業を進めて
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まいりたいというように考えております。 

○議長（浅沼幸雄君）  ９番瀧本孝一君。 

   〔９番瀧本孝一君登壇〕 

○９番（瀧本孝一君）  これまでのカントリー

パーク構想、地区センター構想を通して、遠野

市はすばらしいまちづくりをしてきたというこ

とで、第２ステージに持っていくんだというふ

うな答弁だと思われますし、私たちが総務常任

委員会で、中国地方や山陰地方の地域づくりを

研修してきたわけですけれども、向こうのほう

がもっともっとひどい状態で、人口減少なんか

ももっと早い時代から進んで、こちらよりも大

変なところを結構見てきました。本当に、これ

からますます全国的に大変になるのではないか

というふうに思っております。 

 次に、これからますます進展するであろう人

口減少等縮小社会において、行政がこれまでと

同様に市民へのサービスを行える、あるいはこ

れまでのようにサービスができなくなる社会も

近い将来予想されますが、その限界や方向性を

どう捉えているのか。 

 また、これまでは、行政が、役所が何でもや

ってくれるという行政依存の体質から自立・脱

却し、自主的な住民自治が行える地域社会の構

築について、どのような意識醸成が必要である

のかについて、市長の見解をお尋ねいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  行政依存という一つの

中で対応してきたと。もちろん、これも決して

否定するものではありません。特に、もう市町

村という現場にあっては、まさに市民サービス

の機能を持っているのが市役所という役所なわ

けでありますから、さまざまな形で市民の皆様

にサービスを提供しながら、行政主導の中で安

心・安全を確保していくということは、もちろ

ん役目であり、一つの機能として持っていると

いう部分はあるわけであります。 

 しかし、一方においては、急激に進むこの道

路ネットワーク整備をはじめ、情報化といった

ようなものも加速度的に進んでいるという中に

あって、これは何もこの地区センターの機能だ

けじゃなくして、あらゆる分野の仕組みが次の

ステージに、あるいは新たな仕組みに持ってい

かなきゃならないということが求められている

わけであります。 

 常任委員会のほうで全国の先進地も視察され

たということも、先ほど質問の中で述べられて

おりました。これは、地方の中山間地域全ての

共通の課題という中にありまして、やはりこの

全てが役所が、町役場が、市役所が、村役場が

ということではなくして、やっぱりそこの辺で

官民連携で一つの自助組織といったものをしな

がら、みずからの安心・安全はみずからの中で

しっかりとみんなで考えようというような思い

を持っていくということも、一つの時代の流れ

の中にはあるということも踏まえながら、行政

サービスの、繰り返しになりますけども、従来

どおりの仕組みでは、維持することも困難にな

ってきているということも事実なわけでありま

す。 

 その中におきまして、市民が行政運営に参画

し、市民協働の市政運営に取り組むという部分

が官民協働、市民協働という一つの仕組みにな

り、スタイルになるんではないのかというよう

に思っておりまして、要するに、住民が解決で

きる地域課題については、住民主体で取り組ん

でいただくというその中で地域運営をしていか

なければならないんじゃないのかという、時代

の求めている一つの流れではないのかというよ

うに認識をいたしております。 

○議長（浅沼幸雄君）  ９番瀧本孝一君。 

   〔９番瀧本孝一君登壇〕 

○９番（瀧本孝一君）  私もそのように、住民

主体、住民でできることは住民でという時代に

しなければ本当に地域全体が疲弊していくので

はないかというふうに考えておりますが、まず

一番大切なことは市民の理解・納得であり、き

のうの荒川議員の質問が理想形と考えますが、

地域の行事や集会に参加しない人を含めた、普

段余り行政に関心のない市民への理解不足や不

安の解消をどう図り、周知に努めていくのかに
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ついてお尋ねをいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  この市民周知という一

つの場合においては、冒頭にありましたとおり、

この取り組みについては市民の理解がまだまだ

十分ではないだろうかと。これは、先ほど新田

勝見議員からもそのような御質問を承っている

ところであります。 

 もちろん、何も進化まちづくり検証委員会で

そのような方向が出たから、あとはそれで進む

んだということじゃなくして、さまざまな手立

てを講じているということでございますので、

今までのこの進めてきておる取り組みを始めて

から３年を経過した中に、どのような取り組み

を行ってきたのかということにつきまして、市

民センター所長のほうから答弁を申し上げます

ので、御了承いただきたいと思っております。 

○議長（浅沼幸雄君）  市民センター所長。 

   〔市民センター所長小向浩人君登壇〕 

○市民センター所長（小向浩人君）  命により

まして、瀧本議員の質問にお答えします。 

 荒川議員の質問の際にも答弁をしておりまし

たけども、新たな地域づくりの取り組みを始め

て３年が経過しましたが、その間に各地連協で

は、その市民参画、住民参画を取り込むために、

地区計画の全戸配付、これをやったところが７

地区ありました。また、取りまとめるために、

全戸のアンケート調査も７地区で行っておりま

す。 

 また、地域づくり推進大会、これは全地区で

行っておりますけども、そのテーマを「小さな

拠点」ということで報告会等も行っております。 

 また、座談会の開催も全地区で行っておりま

す。 

 そのほか、遠野テレビ、地域づくりニュース

などで、参画をいかに拡大するかという部分に

ついての取り組みを行ってきたところでありま

す。 

 また、一方、平成30年度地区まちづくり一括

交付型補助金の活用実績といたしまして、事業

数合計142事業ありましたけども、事業参画者

は４万4,891人というようになっております。

そういった形で、地域参画の成果もこの一括交

付型補助金の中で見出してきているのではない

かと思っているところであります。 

 状況を認識しまして、問題意識を持つ市民も

ふえ、取り組みへの理解も着実に浸透している

と手応えも感じておりまして、今後も地域づく

り事業の実施を通じ、市民理解と市民参画を拡

大していきたいと考えているところであります。 

 以上、答弁といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  ９番瀧本孝一君。 

   〔９番瀧本孝一君登壇〕 

○９番（瀧本孝一君）  そこの活動をなさって、

市民に周知をしている段階であり、参加人員も

四万四千幾らというような人数もあるというこ

とである程度安心しましたが、一つ問題なのは、

余り行政に無関心な方が結構いるわけですけど

も、そこのところをどう拾っていくかというこ

とが大事ではないかと思います。 

 次に、地域運営組織として地連協が想定され

ているようでありますが、それ以外は想定して

いないものなのかどうか。また、指定管理制度

への移行スケジュールは、先ほどもありました

が、早ければ来年４月からと。そして、令和３

年の４月には全地区という工程を一応伺ってお

りますが、万が一間に合わないというような地

区があった場合、移行へのスケジュールなどは

どの程度の期間が設定され、おくれる地区があ

った場合などでの対応はどのようなものになる

のか見解を伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  先ほど新田勝見議員の

質問の中でも御答弁申し上げましたけども、工

程表、ロードマップ、それをどのように、慎重

に、というお話もありましたんで、それを踏ま

えながらということになりますけども、この地

区センターの指定管理者制度の導入、今議会で

市民センター条例の一部改正を提案申し上げて

いるわけであります。 
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 その中におきましては、今議会で提案を申し

上げているというのは、令和２年度以降に移行

するという一つの前提に立っての条例改正の提

案であると。もちろん、これはできる規定であ

りますから、その環境整備のための条例提案で

あるということになるわけであります。 

 それを踏まえると、最短でということになれ

ば、令和２年の４月１日からの移行を想定する

ということに当然なるわけでありますけども、

さまざまなこの議員各位の意見、あるいは行政

区長さん方の意見、市地域住民の皆様のいろん

な御意見なども丁寧に踏まえながら、これに確

実に持っていくのかどうかについては、やはり

しっかりと見きわめなければならないという部

分はあるんじゃないのかというように思ってお

りますので、この４月１日からの移行というこ

とを前提にすれば、12月定例市議会でこの指定

管理者の選定議決をという部分が待っているわ

けでありますけども、その方向に持ち込めるの

かどうなのかという部分は、やっぱりこの９月、

10月、11月といったところの大きな正念場には

なるんではないのかという認識をいたしており

ます。 

 現在、各地区の説明と協議を重ねながら、さ

まざまな中におきまして、このような中におけ

る新たな方向性そのものについては大体合意形

成ができたとなれば、この工程表については、

合意形成をしながら、横一線全部一気にという

ことにはならないと私は思っております。 

 やはり、できるところとできないところとい

うことをしっかり見きわめながら対応するとい

う部分の中で、先行する部分、それから後発の

ほうでいく部分というような一つの丁寧な仕分

けも、やっぱりその中には必要ではないのかと。 

 ただ、これはまだしっかりとした制度設計が

できているわけではありません。もう一度、し

っかりと議論を踏まえながら、その辺の一つの

工程表のしっかりとした検証を進めながら、議

員各位のほうにも御相談を申し上げたいという

ように考えているところであります。 

○議長（浅沼幸雄君）  ９番瀧本孝一君。 

   〔９番瀧本孝一君登壇〕 

○９番（瀧本孝一君）  理解できました。 

 それで、早いところでは来年からということ

で、地区の合意形成ができたところからという

ことでありますけれども、地域の熟度や意識の

醸成の中身、合意形成の中身が、合意形成がで

きたということを誰がどのように判断するのか。

その方法などについてお尋ねをいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  これにつきましては、

やはり今進めておりますいろんな情報、さまざ

まな経過を重ね、それを集約をしながら、やは

りこの最終的には、いろいろ進める指定管理制

度という中で提案を申し上げる。いろんな形で

の提案を申し上げる判断は、最終的には私にあ

るんではないのかと思っておりますけども、そ

の前に、やっぱり幅広くその合意形成を図ると

いう部分におきまして、既に立ち上げておりま

す懇談会、そのような場も活用しながら合意形

成を図ってまいりたいと思っておりますけども、

どうしても、きのうの質問の中でもちょっと私

も申し上げましたけども、もう一度地域のほう

に、私自身も入らなければならないという部分

も、そういうような場も出てくるのではないの

かと思っておりますから、その辺のところを判

断しながら、最終的な一つの対応を判断してい

きたいというように考えております。 

○議長（浅沼幸雄君）  ９番瀧本孝一君。 

   〔９番瀧本孝一君登壇〕 

○９番（瀧本孝一君）  ぜひ、間違いのない判

断をしていただいて、指定管理者制度に誘導を

していただければというふうに思います。 

 一つめの最後ですが、地域運営は地域運営人

材による面が大きいと思われます。できるだけ

地域間格差がなくなるような体制整備はもちろ

んのこと、きのうも議論となった人材の育成支

援について、私からも重ねて見解をお尋ねいた

します。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 
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○市長（本田敏秋君）  まさに、地域のそれぞ

れの置かれている状況は違うと言っても、格差

があってはなりません。その辺のところもしっ

かり踏まえた中で、やはりそういったことにな

れば、地域課題事業の企画と実施、また事業の

選択と事業間の調整能力を持った組織が地域運

営組織ということになるんではないのかという

ように思っておりまして、従来の地域づくり、

この連絡協議会は、構成団体の代表がメンバー

となっている。お祭り、あるいは運動会等の大

きなイベント、事業を実施するには有効に機能

していたわけでありますけども、これから、こ

の「小さな拠点」で求められます安心や安全と

いうことになれば、高齢者の見守り、あるいは

除雪等の地域の支え合い事業、小規模で継続的

な事業を実施するこの事業をどのように構築し

ていくかということがやっぱり大事だというよ

うに思っておりますので、いうところの地域づ

くり協議会を進化させながら、こういったきめ

細かい事業に格差があってはならないような仕

組みづくりをしていかなければならないんじゃ

ないのかと思っております。 

 やっぱり、ネットワークを構築しながらお互

い支え合う、地域の中でも支え合うけれども、

地域間でも支え合うというような仕組みに持っ

ていかなきゃならないんじゃないのかというよ

うに思っております。 

○議長（浅沼幸雄君）  ９番瀧本孝一君。 

   〔９番瀧本孝一君登壇〕 

○９番（瀧本孝一君）  地域化はもとより、地

域外でもネットワークを組んで人材を育成し、

または研修なども必要になってくる場合もある

と思いますので、ぜひ有能な人材の育成に取り

組んでいただきたいと思います。 

 次に、２つ目のテーマである「定期的に帰省

する介護従事者等への支援について」と題した

質問に移ります。 

 ことしも、既にお盆が終わって半月以上がた

ちましたが、先祖の御霊の供養やお墓参りにと、

遠く首都圏等から実家などへ帰省されて、久し

ぶりに家族や親族と顔を合わせた方も多かった

のではないでしょうか。あるいは、年老いた親

などが入居している高齢者介護施設・老人ホー

ム等に立ち寄り、元気な姿を確認し合った方も

結構おいでになったのではないでしょうか。 

 実は、私の知人に、両親が高齢者介護施設に

入居していて、２、３カ月に一度、必ず東京か

ら帰省をして施設に赴き、両親の無事の確認や

見守り的な世話をし、家の掃除や草刈りなどを

してまた東京へ戻るという生活を続けている人

がいます。１年に５、６回も定期的に帰省した

場合、交通費などその費用もばかにならないの

ではないかと思われます。 

 経済的負担が重荷となり、もっと帰省して親

の面倒を見たいと考えても、できなかったり躊

躇してしまう方も多くいらっしゃるのではない

でしょうか。少しでもこのような方々の負担軽

減につながる方策はないだろうかとの思いから、

このテーマを選んだ理由でもあります。 

 最初に、首都圏等から定期的に帰省し、市内

の実家や親族等が入居している高齢者介護施

設・老人ホーム等に見守りや介護的な世話を継

続的に続けている家族や親族等の統計をとるな

ど、その実態把握の有無はどうなっているもの

かについてお伺いをいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  いうところの東京一極

集中と、都市と地方の一つの関係の中に今のよ

うな現象も生まれてきているということは、私

も時々、用務等で上京した際に、東京駅等でそ

ういった家族の方とお会いすることがあります。

あるいは、新花巻でおりたときにいろいろ声を

かけられ、「これからお袋の」というような中

における、家族の方が遠野に戻ってきていると

いうケースも、同じように私もいろいろ経験を

しております。これが一つの実情であると。 

 ただ、今質問の中におきまして、こういった

状態について、家族・親族等の統計の有無や実

態把握についてどうなっているんだろうかとい

うことでありましたので、担当の健康福祉部長

から、その辺の状況について御答弁申し上げま
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す。 

○議長（浅沼幸雄君）  健康福祉部長。 

   〔健康福祉部長兼健康福祉の里所長兼地域

包括支援センター所長鈴木英呂君登壇〕 

○健康福祉部長兼健康福祉の里所長兼地域包括

支援センター所長（鈴木英呂君）  命により答

弁いたします。 

 本市における65歳以上の高齢者の一人世帯及

び二人世帯の数は把握しておりますが、そのう

ち首都圏等から定期的に帰省して見守り介護を

する家族等の実態把握に関する調査を行った実

績はございません。また、統計等のデータも、

現在は持ち合わせてはおりません。 

 しかしながら、当市における65歳以上の高齢

者は令和元年７月31日現在、１万503人、その

うち介護保険要介護・要支援認定者は2,025人、

さらにそのうち在宅での介護サービスを受けて

いる方は1,235人であると承知しております。 

 この約1,200人ほどの在宅介護サービスを受

けている人が家族等から何らかの支援を受けて

いると思慮されるものの、特にも首都圏等から

定期的に帰省して見守り介護等を受けている世

帯の数については持ち合わせていないのが実態

であります。 

 また、このような見守り介護等に係る交通費

等を支援している全国の自治体について、在宅

介護サービス事業者などの関係機関等に確認い

たしましたが、このような支援を行っている自

治体は確認できなかったということを申し添え

ます。 

 以上、答弁といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  ９番瀧本孝一君。 

   〔９番瀧本孝一君登壇〕 

○９番（瀧本孝一君）  65歳以上の高齢者の人

数とか、要介護とかの数字は把握をしていらっ

しゃるということですが、定期的に帰ってきて

いる方の人数は把握されていないという答弁で

ありました。 

 次に、先ほどから述べている、定期的に帰省

して高齢者の親などの見守り介護をする従事者

というか、主に子どもに当たる人が多いと考え

られますが、離れて暮らす家族の帰省費用に係

る経済的負担の認識について、御所見をお伺い

いたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  経済的負担についての

所見をということでありました。 

 ただいま、この要介護等の実態につきまして

は、担当部長のほうから答弁を申し上げたよう

な状況であるわけでありますけども、このよう

な問題にきめ細かく対応するという分におきま

しては、やはり私は、小さな拠点が安心・安全

の部分におきましては、地域の方々から、ある

いは地域の方々から、あるいは民生委員の方々

からそのような状況を把握しながら、やはり、

「あそこのおばあちゃんのところには月に１回

娘さんが帰ってきとるそうだよ」とか、そのよ

うな情報も、個人情報とのさまざまな対応は整

理はしなきゃなりませんけども、そのようなも

のが、やっぱりコミュニティーとしての安心・

安全といったものにもつながってくるんじゃな

いのかというように思っておりまして、この経

済的な負担の所見はということでありましたけ

ども、間違いなく経済的な負担はかかっている

ということになるわけであります。 

 これは、思いつきみたいな言い方になるわけ

ではありますけども、今、高齢化社会で、老老

介護といったような問題も大きな課題になって

おりまして、さまざまに悲しい事案も発生して

きているということになるわけでありますから、

やっぱりこの尊い、そういった一つの命の尊厳

ということを考えれば、その前に何らかの手を

打てないだろうか。 

 ひょっと思ったのは、学生割引のような、例

えばそういったものを自治体が証明すれば、交

通費は、例えば新幹線は半額になるとか、何か

そのようなところのあらたな仕組みも検討して

もいいんじゃないだろうかというような考えを

持っているものでございますから、所見という

ことでございましたので、そのような認識を述

べまして答弁といたします。 
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○議長（浅沼幸雄君）  ９番瀧本孝一君。 

   〔９番瀧本孝一君登壇〕 

○９番（瀧本孝一君）  間違いなく経済的な負

担は大きいと思われます。 

 なお、またその小さな拠点が地域の見守りに

つながるということも大変大事なことであると

思います。 

 次に、帰省回数とか距離の遠近、家族・親族

の親等の度合い、金額の上限など一定のルール

を定めた上で、月に１回とか数箇月に１回でも、

遠くから定期的に帰省して見守り介護をする従

事者への帰省費用等の支援策の必要性や制度の

構築について、見解をお尋ねいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  こういった一つの事案

にアプローチをする場合の一つの制度の創設な

ども考えてはどうだろうかという旨ありました。 

 ただいま、先ほど、前の質問の中で、私の小

さな拠点の中についての一つの位置づけを申し

上げたわけでありますけども、やはり経済的な

負担はかなりのものになるという部分はあるわ

けでありますから、公共交通機関としての、例

えば新幹線あるいは飛行機もその辺に位置づけ

られているわけでありますから、その辺の民間

事業者の交通輸送機関の事業体と自治体が、何

らかの形で、特に都市と地方ということを考え

れば、地方には圧倒的にそのような介護あるい

は見守りを必要とするお年寄りが多いわけであ

りますから、その辺のところを踏まえれば、こ

の高齢化社会というような地、そしてこの都市

と地方の格差というところを考えれば、それを

つなぐという部分なんかにおける、この交通費

といったような移動手段に何かの一つの手立て

を国や県が、あるいは我々市町村も、なけなし

というよりもやりくりをしながら何か考えなけ

ればならない時期にも来ているのかというよう

な認識でいるわけでありますけども、ただ、こ

れが、遠野市という中で行うのか。やっぱりこ

れは、何も遠野市だけではない、どこにも大き

なその共通課題が抱えているとなれば、やっぱ

りそれぞれの自治体あるいは関係機関としっか

りタッグを組みながら、やっぱり県や国を動か

すという部分の中に持ち込むということも必要

ではないのかというような認識でおります。 

○議長（浅沼幸雄君）  ９番瀧本孝一君。 

   〔９番瀧本孝一君登壇〕 

○９番（瀧本孝一君）  本来は、国や県が率先

して、こういったことの制度を構築していただ

ければいいとは思いますけれども、ぜひ、遠野

市が先に立って働きかけをしていただき、モデ

ルとなるような制度をつくっていただければ、

遠野から都会に出ていく、あるいは全国の田舎

から首都圏等の大都会に出ている人たちが帰省

することの軽減につながって、喜びが生まれる

のではないかというふうに思います。 

 いずれにしても、何をするにしても、財源の

ひねり出しに苦慮する部分もあろうかと思われ

ますが、一つの方策として、ふるさと納税制度

を活用して負担軽減をすることが考えられます。 

 直接的な金銭のやりとりはもちろんのこと、

チケット的な返礼も無理と思われますが、高齢

者等の介護や福祉部門に限定した趣旨で寄附を

募り、それを財源として介護サービスに利用で

きたり、市内のホテルなど宿泊施設で使用でき

る宿泊券の返礼品なども考えられるのではない

でしょうか。 

 あわせて、何らかの形で帰省費用の負担軽減

が図られれば、帰省見守り回数がふえたり、家

族や親族と一緒にということも考えられます。

そして、そのことにより、関係人口や交流人口

の拡大にもつながることも期待されます。 

 そのあたりへの波及効果の有無や影響の認識

について、最後に市長の見解を伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  この課題に対して、ふ

るさと納税からの切り込みはいかがなものかと

いう提案をいただきました。 

 御案内のとおり、ふるさと納税は、立ち上げ

た創設の理念から外れて、かなり、それこそ自

治体間の競争になり、大きく見直しに迫られた
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と。大阪の泉佐野市は、今も総務省と真っ向か

らぶつかり合っているという部分の中に、今地

方が置かれている状況がその中にあるんではな

いのかと思っております。 

 もともと、ふるさと納税は、私から瀧本議員

に申し上げるのも失礼な話かもというように思

っておりますけども、「自分を育ててくれたふ

るさとに貢献できる制度」であり、そうやって

「自分の意志で応援する自治体を選ぶことがで

きる」という、そのような制度として立ち上が

った寄附制度であります。これはやっぱり、し

っかりと踏まえなければならないというように

私は思っております。 

 そして、「関係人口」とは、移住した「定住

人口」ではなく、観光に来た「交流人口」でも

ない、地域やこの地域の人々と多様にかかわる

人々ということを位置づけているわけでありま

すから、このような一つの交流が活発になると

いうことも地域の活性化にもつながるというこ

とになるわけであります。 

 人口減少社会におきまして、居住地が異なっ

ても地域とかかわりを続ける、これが「関係人

口」。地域づくりや社会活動の維持に重要性を

増していることの一つの存在ではないのかとい

うようにも思っているところであります。 

 したがいまして、介護見守り従事者、これは

関係人口の対象という中にも位置づけることが

できるんではないのかというように思っており

まして、それを踏まえれば、ふるさと納税の趣

旨に照らした寄附者ともなり得るということに

なるわけであります。 

 ふるさと納税制度では、自治体が独自の取り

組みとして、寄附者に対し、返礼品を提供する

ことができるという仕組みになっているわけで

ありますから、この一つの交通チケットの話も、

今返礼品としてというのがありました。これは、

果たしてそれがいいのかどうか。これは非常に

関係性が高い一つのチケットなわけであります

から、果たしてそれがいいのかどうなのかとい

うことも検討はしなきゃなりませんけども、そ

の地域でのみ受けられるこのサービスとして宿

泊施設の一つの提案ありました。宿泊施設のこ

の利用プラン等が提供できるというのも、返礼

品の中に位置づけることは、私は可能ではない

のかというように思っておりますので、そうい

った可能性を考えながら、またこのふるさと納

税の寄附自体も関係人口の対象であるというこ

とも踏まえながら、今後もこの趣旨を踏まえた

運用を基本としながら、この制度活用に一つ御

提案の趣旨を踏まえながら、検討を進めてまい

りたいと思っております。 

 その検討結果によっては、それぞれの同じ志

というよりは課題を共有する他の市町村とも何

かの形で連動はでき、この連動がうまくできれ

ば、県や国も動かすことができるということに

も持っていけると。何もやらないでただお願い

するというわけにはいかないので。御提案の趣

旨を踏まえた一つの検討課題として承りまして、

この部分に対してのアプローチも進めてまいり

たいというように考えております。 

○議長（浅沼幸雄君）  ９番瀧本孝一君。 

   〔９番瀧本孝一君登壇〕 

○９番（瀧本孝一君）  ぜひ、遠野の知名度と

市長の行動力でもって、何らかの支援策を講じ

てほしいと願うところでありますが、これで私

の一般質問を終わります。 

○議長（浅沼幸雄君）  これにて一般質問を終

了いたします。 

 お諮りいたします。９月４日から11日までの

８日間は、委員会審査のため休会いたしたいと

思います。これに御異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（浅沼幸雄君）  御異議なしと認めます。

よって、９月４日から11日までの８日間は、休

会することに決しました。 

────────────────── 

   散  会   

○議長（浅沼幸雄君）  以上で、本日の日程は

全部終了いたしました。本日はこれにて散会い

たします。御苦労さまでした。 

   午後３時57分 散会   
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